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宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─1
は
じ
め
に
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
架
蔵
す
る
「
洋
学
文
庫
」
は
、
江
戸
期
の
蘭
学
等
の
西
洋
科
学
に
関
す
る
質
量
と
も
に
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
　
今
回
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
資
料
は
、
こ
の
内
、
勝
俣
銓
吉
郎
（
一
八
七
二
│
一
九
五
九
、
英
文
学
者
。
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
旧
蔵
の
も
の
で
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
刊
の
「
洋
学
文
庫
目
録
（
仮
）」（
一
九
七
一
年
）
の
後
に
整
理
、
追
加
さ
れ
た
「
大
沢
松
庵
安
岡
家
入
婿
一
件
書
類
・
関
係
書
簡
」
六
巻
で
あ
る
。
書
誌
事
項
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
　
写
﹇
天
保
一
〇
│
一
一
年
﹈　
巻
子
装　
松
葉
色
裂
表
紙　
各
巻
題
簽
に
標
題
無
記
入 
六
巻
に
三
五
通
貼
込　
巻
一
│
九
通
（
外
寸
三
二
・
六
×
五
六
六
・
四
セ
ン
チ
）、
巻
二
│
七
通
（
外
寸
三
二
・
五
×
七
一
二
・
六
セ
ン
チ
）、
巻
三
│
五
通
（
外
寸
三
二
・
五
×
四
六
七
・
一
セ
ン
チ
）、
巻
四
│
五
通
（
外
寸
一
八
・
四
×
三
七
六
・
八
セ
ン
チ
）、
巻
五
│
五
通
（
外
寸
一
八
・
八
×
三
一
〇
・
六
セ
ン
チ
）、
巻
六
│
四
通
（
外
寸
一
七
・
四
×
五
二
六
・
五
セ
ン
チ
）　
印
記
：
勝
俣
氏
旧
蔵
書
、
早
稲
田
文
庫　
請
求
記
号
：
文
庫
八
‐
Ｃ
一
四
三
六
（
一
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
│
│ 
大
沢
松
庵
事
件
資
料 
│
│
金　
子　
宏　
二
久
保
尾　
俊　
郎
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
一
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
─　　─2
│
六
）
　
本
資
料
は
、
蘭
学
の
家
と
し
て
著
名
な
宇
田
川
家
歴
代
の
著
作
の
板
木
継
承
を
め
ぐ
る
訴
訟
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る１
。
宇
田
川
玄
真
（
津
山
藩
医
）
の
物
故
を
契
機
と
し
て
相
続
問
題
が
発
生
し
、
そ
れ
に
関
す
る
江
戸
町
奉
行
所
へ
の
訴
状
の
案
文
や
、
事
件
に
関
係
し
た
洋
学
者
・
関
係
者
の
書
簡
の
原
本
等
三
五
通
が
巻
子
六
巻
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る２
。
資
料
紹
介
の
意
義
　
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
の
相
続
問
題
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
今
ま
で
に
藤
浪
剛
一
、
幸
田
正
孝
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
　
初
出
は
、
藤
浪
剛
一
「
宇
田
川
榕
庵
（
未
定
稿
）」（「
中
外
医
事
新
報
」
一
二
三
〇
号
、
一
九
三
六
年
四
月
）
で
あ
る
。
そ
の
中
で
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
の
「
榕
庵
書
簡
下
書
き
」（
天
保
十
年
十
一
月
十
三
日
付
。
玄
真
門
下
生
の
藤
井
方
亭
、
渡
辺
元
瑞
、
戸
塚
静
海
、
坪
井
信
道
宛
）
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
文
書
に
は
、
榕
庵
の
養
父
玄
真
没
後
に
、
養
母
ゑ
い
か
ら
、
安
岡
家
再
興
に
資
す
る
た
め
に
、
家
蔵
の
板
木
の
譲
渡
を
求
め
て
強
い
要
請
が
あ
っ
た
経
緯
と
、
こ
れ
に
対
し
て
玄
真
門
下
生
の
坪
井
信
道
と
連
印
で
譲
り
渡
す
旨
の
証
文
を
認
め
て
渡
し
た
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
一
札
は
養
母
の
た
っ
て
の
願
い
と
し
て
万
已
む
を
得
ず
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
大
沢
松
庵
と
い
う
人
物
を
安
岡
家
養
子
に
す
る
と
い
う
前
提
と
し
て
の
証
文
で
は
な
い
と
し
て
、
四
人
に
事
件
調
停
の
依
頼
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
藤
浪
氏
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
他
の
資
料
は
そ
の
時
点
で
は
見
出
せ
な
い
が
、
宇
田
川
家
お
よ
び
調
停
を
依
頼
し
た
四
家
の
家
伝
資
料
に
存
在
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
次
に
、
幸
田
正
孝
「
宇
田
川
榕
庵
と
大
沢
松
庵
の
あ
ら
そ
い
│
『
榕
庵
手
簡
』
と
『
津
山
藩
江
戸
日
記
』
│
」（「
洋
学
資
料
に
よ
る
日
本
文
化
史
の
研
究
」
Ⅵ
、
吉
備
洋
学
資
料
研
究
会
、
一
九
九
三
年
）
は
、
藤
浪
氏
が
紹
介
し
た
「
榕
庵
書
簡
下
書
き
」（
天
保
十
年
十
一
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─3
月
十
三
日
付
）
に
加
え
て
、「
津
山
藩
江
戸
日
記
」
中
の
こ
の
事
件
に
関
す
る
部
分
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
　
今
回
紹
介
す
る
三
五
通
の
文
書
は
、
こ
れ
ら
二
点
の
資
料
と
関
連
す
る
と
と
も
に
、
藤
浪
氏
が
そ
の
存
在
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
資
料
に
当
た
る
。
ま
た
、
岡
村
千
曳
氏
（
一
八
八
二
│
一
九
六
四
、
英
文
学
者
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
長
、
同
名
誉
教
授
）
が
「
勝
俣
氏
所
蔵
の
榕
庵
遺
品
中
に
、
大
沢
松
庵
よ
り
榕
庵
に
差
出
し
た
『
一
札
之
事
』
と
い
ふ
詫
証
文
が
あ
る
」（『
紅
毛
文
化
史
話
』）
と
記
し
て
い
る
文
書
そ
の
も
の
が
巻
二
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
宇
田
川
家
の
板
木
相
続
事
件
に
関
す
る
詳
細
な
経
過
を
豊
富
に
物
語
る
資
料
で
あ
る
。
各
巻
ご
と
の
内
容
に
つ
い
て
　
次
に
、
各
巻
ご
と
の
内
容
に
触
れ
て
お
こ
う
。
〇
巻
一
（
九
通
）。
冒
頭
（
一
│
一　
翻
刻
番
号
、
以
下
同
）
は
、
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
十
月
二
十
三
日
付
の
「
申
置
候
覚
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宇
田
川
玄
真
没
後
に
未
亡
人
ゑ
い
（
栄
松
院
、
栄
勝
院
と
も
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
）
が
亡
夫
の
遺
言
と
し
て
、
実
家
安
岡
家
の
た
め
、
大
沢
松
庵
な
る
人
物
を
養
子
と
し
（
こ
の
覚
え
の
宛
先
が
安（傍線
筆
者
）岡松
庵
と
な
っ
て
い
る
）
彼
に
家
蔵
の
板
木
と
彼
女
が
住
ま
い
し
て
い
る
家
、
家
財
を
譲
る
覚
書
で
あ
る
。
ゑ
い
が
こ
の
時
に
病
床
に
あ
っ
た
た
め
、
代
筆
で
彼
女
の
爪
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
中
に
、
榕
庵
（
文
中
で
は
養
庵
と
あ
る
）
が
、
養
父
玄
真
の
弟
子
で
あ
る
坪
井
信
道
と
連
印
の
証
文
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
証
文
の
所
在
は
現
時
点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い３
。
ゑ
い
は
、
覚
書
を
残
し
た
六
日
後
に
亡
く
な
っ
た
。
覚
書
が
ゑ
い
の
爪
印
が
あ
る
所
か
ら
原
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
い
う
経
緯
で
宇
田
川
家
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
訴
訟
の
結
果
、
最
終
的
に
は
示
談
で
松
庵
が
手
を
引
く
事
に
な
っ
た
際
に
、
宇
田
川
家
に
渡
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
　
松
庵
は
、
こ
の
覚
書
と
榕
庵
、
信
道
連
印
の
証
文
を
根
拠
と
し
て
、
安
岡
家
養
子
と
称
し
て
板
木
等
の
譲
渡
を
要
求
し
た
（
翌
年
五
月
十
四
日
付
け
書
肆
須
原
屋
伊
八４
の
断
り
状 
五
│
五
）。
だ
が
、
こ
の
人
物
の
所
業
が
芳
し
く
な
く
、
師
で
あ
る
坪
井
信
道
と
榕
庵
養
父
の
─　　─4
弟
子
阿
部
仲
庵
連
名
で
、
松
庵
身
分
を
引
き
取
る
と
い
う
行
為
に
出
た
（
一
│
二
）。
　
一
│
三
は
、
阿
部
仲
庵
が
奉
行
所
へ
松
庵
の
安
岡
家
養
子
縁
組
の
破
棄
と
住
ま
い
か
ら
の
退
去
を
求
め
た
訴
訟
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
天
保
十
一
年
四
月
と
あ
る
だ
け
で
日
付
が
書
き
入
れ
て
な
い
。
訴
訟
の
準
備
の
下
書
き
だ
ろ
う
。
松
庵
は
、
六
月
二
十
九
日
に
逆
訴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
提
訴
は
榕
庵
側
か
ら
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
　
以
下
巻
一
に
は
、
奉
行
所
側
の
示
談
に
し
て
事
を
納
め
る
意
向
（
こ
の
奉
行
所
の
意
向
は
、
四
│
三
で
大
橋
八
郎
を
介
し
て
松
庵
へ
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
を
、
津
山
藩
江
戸
留
守
居
役
見
習
吉
田
権
平
を
通
し
て
宇
田
川
家
側
に
伝
え
た
文
書
（
一
│
七
）
が
あ
り
、
奉
行
所
で
の
審
議
進
行
に
伴
う
関
連
書
類
提
出
（
榕
庵
代
用
人
福
田
良
叔
の
松
庵
訴
状
へ
の
反
論
「
以
返
答
書
申
上
候
」
一
│
九
）
等
が
あ
る
。
〇
巻
二
（
七
通
）
は
、
榕
庵
側
か
ら
さ
ら
な
る
反
論
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
示
談
が
進
め
ら
れ
て
、
松
庵
が
訴
訟
を
取
り
下
げ
、
和
解
金
（
身
分
立
行
金
）
二
十
両
を
受
け
内
済
と
な
っ
た
事
の
関
連
書
類
で
あ
る
。
　
二
│
一
、
二
│
二
で
、
榕
庵
側
は
反
論
と
し
て
事
件
の
経
緯
を
理
路
整
然
と
叙
述
し
て
い
る
。
榕
庵
養
父
玄
真
が
死
去
し
、
未
亡
人
ゑ
い
が
家
蔵
の
板
木
の
管
理
が
出
来
な
い
の
で
、「
判
木
世
話
」
役
に
坪
井
信
道
の
弟
子
青
田
抱
義
に
任
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
抱
義
が
他
家
の
養
子
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
替
り
に
信
道
の
門
下
の
大
沢
松
庵
を
入
れ
た
と
あ
る
（
二
│
一
）。
問
題
は
こ
こ
か
ら
起
こ
っ
た
。
ゑ
い
と
松
庵
は
、
宇
田
川
家
歴
代
著
作
の
板
行
が
生
み
出
す
利
益
に
目
を
つ
け
、
こ
れ
を
独
占
す
る
事
を
思
い
付
い
た
の
だ
ろ
う
。
ゑ
い
は
、
亡
夫
の
実
家
安
岡
家
再
興
の
元
手
と
す
る
意
図
で
、
ゑ
い
の
住
ま
い
と
宇
田
川
家
蔵
の
板
木
の
所
有
を
榕
庵
に
求
め
た
。
そ
の
根
拠
は
、
玄
真
の
遺
言
と
す
る
ゑ
い
の
覚
書
（
一
│
一
）
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
榕
庵
側
は
、
大
病
中
の
養
母
が
正
当
な
継
承
人
で
あ
る
玄
真
養
子
榕
庵
の
立
会
も
な
く
、
そ
う
し
た
証
文
を
作
っ
た
の
は
正
当
性
を
欠
く
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
松
庵
は
安
岡
家
相
続
と
い
う
名
目
で
宇
田
川
家
の
財
産
を
我
が
物
に
す
る
と
い
う
偽
り
の
所
業
に
出
た
と
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
加
え
て
、
松
庵
の
生
国
長
門
国
に
身
元
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
国
許
で
も
極
め
て
評
判
の
良
く
な
い
人
物
で
あ
り
、
薬
種
問
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─5
屋
へ
養
子
に
入
っ
た
が
詐
欺
ま
が
い
の
事
件
を
起
こ
し
て
出
奔
し
た
事
も
判
明
し
た
（
二
│
二
）。
　
さ
ら
に
こ
の
文
書
で
、
宇
田
川
家
の
医
学
お
よ
び
蘭
学
研
鑚
の
成
果
を
上
木
（
出
板
）
す
る
に
当
た
り
、
仕
え
て
い
た
津
山
藩
主
松
平
家
か
ら
の
資
金
援
助
が
あ
っ
た
と
し
、「
主
家
津
山
殿
ゟ
金
子
等
御
下
ヶ
ニ
相
成
、
上
木
致
し
候
義
ニ
而
玄
真
養
父
之
志
ヲ
継
き
追
々
出
板
致
し
候
義
ニ
而
、
玄
真
存
生
ニ
候
得
は
、
中
々
此
の
板
木
自
分
実
家
之
為
ニ
可
致
筋
無
之
、
左
候
得
ば
、
玄
真
義
ハ
養
家
薄
し
、
実
家
ヲ
厚
す
る
之
道
理
ニ
当
り
、
先
祖
江
対
し
不
孝
者
ニ
相
成
候
」
と
筋
を
通
し
て
い
る
。
　
そ
う
し
た
玄
真
が
、
自
分
の
実
家
の
再
興
の
た
め
に
宇
田
川
家
の
財
産
で
あ
る
家
蔵
の
板
木
を
譲
り
渡
す
筈
が
な
い
と
し
、
こ
の
一
件
は
全
く
後
家
（
ゑ
い
）
の
心
得
違
い
で
あ
る
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
到
り
形
勢
不
利
と
み
た
松
庵
は
、
七
月
二
十
九
日
付
け
で
箕
作
阮
甫
と
戸
塚
静
海
に
訴
訟
を
取
り
下
げ
、
爾
後
の
事
を
こ
の
二
人
の
裁
量
に
委
ね
る
と
い
う
念
書
を
提
出
し
た
（
二
│
三
）。
二
人
は
榕
庵
養
父
の
玄
真
の
門
下
で
当
時
の
蘭
学
、
医
学
の
分
野
で
重
き
を
な
し
て
い
た
碩
学
で
あ
る
。
　
そ
の
和
議
書
が
二
│
四
の
「
規
定
趣
意
書
」
で
あ
る
。
松
庵
は
、
榕
庵
に
養
母
ゑ
い
の
「
建
屋
、
土
蔵
共
、
榕
庵
江
引
渡
し
、
其
外
家
財
不
残
、
養
母
所
持
之
衣
類
不
残
、
板
木
五
通
譲
状
相
添
」
全
て
を
引
き
渡
す
と
い
う
決
着
と
な
っ
た
。
　
そ
の
結
果
、
松
庵
は
和
解
金
二
十
両
を
受
け
取
る
事
で
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
「
向
後
聊
以
無
心
ヶ
間
敷
義
申
上
間
敷
候
」
と
の
誓
約
書
（
二
│
七
）
を
認
め
て
一
件
落
着
と
な
っ
た
。
〇
巻
三
（
五
通
）。
こ
の
巻
は
、
訴
訟
の
経
緯
を
榕
庵
側
の
主
張
の
案
文
（
三
│
一
）
と
松
庵
の
和
議
証
文
、
先
に
触
れ
た
『
紅
毛
文
化
史
話
』（
岡
村
千
曳
著
）
で
い
う
い
わ
ゆ
る
「
松
庵
詫
状
」（
三
│
二
）
等
で
あ
る
。
な
お
、
三
│
五
は
、
松
庵
が
安
岡
家
相
続
を
破
談
と
し
、
そ
の
条
件
と
し
て
要
求
し
た
板
木
、
ゑ
い
の
居
宅
、
家
財
、
金
子
等
一
切
榕
庵
へ
返
上
し
、
和
解
金
を
も
っ
て
爾
後
一
切
故
障
を
申
し
立
て
な
い
と
の
誓
約
書
の
案
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
沿
っ
て
松
庵
の
誓
約
書
原
本
が
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
資
料
に
は
そ
の
原
─　　─6
本
は
な
い
。
し
か
し
、
三
│
二
で
の
詫
状
で
事
は
落
着
し
た
。
〇
巻
四
（
五
通
）
は
、
全
て
が
大
橋
八
郎
の
書
簡
で
あ
る
。
大
橋
は
、
榕
庵
の
養
母
ゑ
い
の
弟
で
、
淀
藩
稲
葉
丹
波
守
正
守
（
当
時
寺
社
奉
行
）
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
姉
の
意
向
を
受
け
て
、
大
沢
松
庵
の
安
岡
家
相
続
を
支
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
江
戸
町
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
景
元
の
配
下
の
与
力
高
橋
勇
次
郎
が
、
榕
庵
側
の
坪
井
信
道
、
阿
辺
忠
庵
（
阿
部
仲
庵
）、
福
田
良
叔
を
役
宅
に
呼
び
、
大
橋
に
事
件
を
仕
切
る
様
と
の
指
示
（
つ
ま
り
示
談
）
が
な
さ
れ
た
（
四
│
三
）。
こ
の
結
果
が
四
│
四
の
内
済
へ
と
な
る
。
　
当
初
松
庵
側
に
た
っ
て
い
た
大
橋
は
、
榕
庵
側
の
文
書
を
見
る
等
し
て
不
利
を
悟
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
町
奉
行
と
寺
社
奉
行
と
の
間
で
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
（
四
│
二
）、
大
橋
が
和
議
の
周
旋
役
を
任
さ
れ
、
榕
庵
側
の
訴
訟
世
話
人
の
箕
作
阮
甫
、
戸
塚
静
海
と
「
内
済
対
談
」
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
和
議
書
へ
の
調
印
を
承
認
し
た
（
四
│
四
）。
〇
巻
五
（
五
通
）。
宇
田
川
玄
真
の
門
下
生
で
あ
り
、
榕
庵
の
友
人
戸
塚
静
海
の
箕
作
阮
甫
、
坪
井
信
道
へ
の
書
簡
（
五
│
一
、
五
│
二
）
と
大
沢
松
庵
が
箕
作
阮
甫
に
会
っ
て
話
し
合
う
と
の
書
簡
（
五
│
三
）
が
あ
り
、
当
時
の
一
流
の
洋
学
者
が
こ
の
事
件
で
如
何
に
腐
心
し
た
か
が
伺
わ
れ
る
。
又
、
巻
一
の
所
で
触
れ
た
、
宇
田
川
家
の
蔵
板
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
書
肆
須
原
屋
伊
八
が
大
沢
松
庵
の
板
木
引
渡
し
要
求
を
拒
絶
し
た
書
簡
（
五
│
五
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
〇
巻
六
（
四
通
）
は
、
宇
田
川
玄
随
（
榕
庵
の
義
理
の
祖
父
）
の
妻
の
妹
す
み
（
貞
麟
院
）
の
榕
庵
宛
の
書
簡
で
あ
る
。
す
み
は
津
山
在
住
で
、
田
中
姓
。
全
て
の
書
簡
で
、
玄
真
妻
の
ゑ
い
が
大
沢
松
庵
を
安
岡
家
再
興
目
的
で
迎
え
入
れ
る
と
い
う
の
は
心
得
違
い
で
あ
る
、
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
が
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
る
「
大
沢
松
庵
安
岡
家
入
婿
一
件
書
類
・
関
係
書
簡
」
六
巻
三
五
通
の
内
容
の
概
要
で
あ
る
。
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
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筆
者
（
金
子
）
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
勝
俣
銓
吉
郎
旧
蔵
資
料
が
入
り
、
洋
学
文
庫
と
し
て
整
理
が
な
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
内
宇
田
川
家
所
蔵
の
板
木
に
関
す
る
記
録
を
用
い
て
、「
宇
田
川
家
蔵
板
本
と
『
留
板
』」
を
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」（
第
十
七
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）
に
発
表
し
た
。
　
『
早
稲
田
大
学
影
印
叢
書 
洋
学
編
』
の
編
纂
が
一
九
九
三
年
頃
に
開
始
さ
れ
、
こ
の
叢
書
の
刊
行
記
念
の
意
味
合
い
も
あ
っ
て
、「
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」
第
四
十
一
号
（
一
九
九
五
年
三
月
）
が
「
洋
学
特
集
号
」
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
宇
田
川
榕
庵
の
孫
に
あ
た
る
陽
之
助
が
刊
行
し
た
『
地
学
初
歩
和
解
』
の
重
板
事
件
を
取
り
上
げ
、「
宇
田
川
家
蔵
板
物
と
権
利
意
識
に
つ
い
て
」
と
し
て
小
論
を
掲
載
し
た
。
そ
こ
で
は
、
先
の
留
板
論
の
際
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
大
沢
松
庵
に
関
す
る
一
連
の
資
料
（
本
資
料
）
が
、
日
本
の
板
権
意
識
、
出
板
史
等
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遠
か
ら
ず
全
文
を
翻
刻
発
表
す
る
意
図
が
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
が
今
回
実
現
し
た
次
第
で
あ
る
。
資
料
の
翻
刻
、
関
連
事
項
の
調
査
に
あ
た
り
、
元
館
員
久
保
尾
俊
郎
氏
の
協
力
を
得
た
。
　
ま
た
、
資
料
の
解
説
に
当
り
、
津
山
郷
土
博
物
館
学
芸
員 
杉
井
万
里
子
氏
に
ご
教
示
を
戴
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
 
（
金
子
宏
二
記
）
注（１
）　
天
保
三
年
に
宇
田
川
榕
庵
の
養
父
玄
真
が
病
気
を
理
由
と
し
て
隠
居
す
る
と
、
後
を
榕
庵
が
継
い
だ
。
津
山
藩
の
藩
医
と
し
て
同
藩
の
江
戸
屋
敷
（
鍛
冶
橋
）
に
住
ま
い
し
た
。
玄
真
は
深
川
の
隠
居
所
に
暮
ら
し
た
が
、
天
保
五
年
十
二
月
に
六
十
六
歳
で
没
す
る
。
養
母
ゑ
い
は
深
川
に
留
ま
り
、
亡
夫
の
実
家
安
岡
家
の
再
興
を
玄
真
の
遺
言
で
あ
る
と
し
、
彼
女
の
下
で
板
木
の
管
理
を
し
て
い
た
大
沢
松
庵
（
坪
井
信
道
の
弟
子
）
に
安
岡
姓
を
名
乗
ら
せ
て
、
隠
宅
と
家
財
一
切
と
宇
田
川
家
蔵
板
本
の
板
木
を
相
続
し
た
い
と
信
道
等
関
係
者
に
訴
え
た
。
榕
庵
は
、
養
母
へ
の
孝
行
と
い
う
事
も
あ
り
、
又
仲
介
に
立
っ
た
養
父
弟
子
の
坪
井
信
道
の
勧
め
で
一
旦
は
要
求
を
受
け
入
れ
、
信
道
と
の
連
印
の
証
文
を
養
母
に
差
出
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
、
天
保
十
年
十
月
に
ゑ
い
は
亡
く
な
っ
た
。
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大
沢
松
庵
は
、
ゑ
い
の
覚
書
と
証
文
を
根
拠
と
し
て
玄
真
の
遺
言
と
言
い
張
り
、
相
続
の
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
榕
庵
は
養
父
の
安
岡
家
再
興
の
遺
言
は
あ
る
は
ず
が
な
く
、
家
蔵
本
の
板
木
は
藩
主
か
ら
の
下
賜
金
を
資
金
と
し
て
お
り
、
私
的
に
譲
渡
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
江
戸
町
奉
行
所
へ
訴
え
た
。
松
庵
は
逆
訴
す
る
。
し
か
し
、
彼
自
身
の
身
元
に
つ
い
て
も
疑
惑
が
多
く
、
安
岡
家
を
継
承
す
る
に
相
応
し
く
な
い
と
の
国
許
の
調
査
等
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
す
る
不
利
を
悟
り
、
天
保
十
一
年
八
月
示
談
と
な
っ
た
。
松
庵
は
和
解
金
と
し
て
宇
田
川
家
か
ら
二
十
両
を
受
け
取
り
一
切
の
要
求
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
家
蔵
本
の
板
木
は
宇
田
川
榕
庵
が
引
き
続
き
所
有
す
る
事
に
な
っ
た
。
　
　
〇
宇
田
川
家
略
系
譜
　
　
玄
随
（
宝
暦
五
〜
寛
政
九
）
＝
玄
真
本
姓
安
岡
（
明
和
六
〜
天
保
五
）
＝
榕
庵
本
姓
江
沢
（
寛
政
十
〜
弘
化
三
）
＝
興
斎
本
姓
飯
沼
（
安
政
四
〜
明
治
二
十
）
│
陽
之
助 
準
一
（
嘉
永
二
〜
大
正
二
）
（
２
）　
本
資
料
が
一
九
六
七
年
に
勝
俣
銓
吉
郎
か
ら
受
入
れ
た
時
の
数
量
は
「
六
」
で
あ
る
。
（
３
）　
榕
庵
と
信
道
の
連
印
の
証
文
の
存
在
は
、
本
資
料
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
は
、
資
料
紹
介
の
意
義
の
項
で
触
れ
た
。
（
４
）　
須
原
屋
伊
八
（
青
藜
堂
）
は
、
江
戸
の
書
肆
の
草
分
で
あ
っ
た
須
原
屋
茂
兵
衛
か
ら
の
れ
ん
分
け
し
た
店
で
、
宇
田
川
玄
随
『
正
説
内
科
撰
要
』、
宇
田
川
玄
真
『
和
蘭
内
景
医
範
堤
綱
』、『
和
蘭
薬
鏡
』、『
遠
西
医
方
名
物
考
』
等
を
出
板
し
て
い
る
。
当
時
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
蘭
学
の
翻
訳
出
板
を
手
掛
け
、
明
和
安
永
以
降
は
こ
の
分
野
で
は
独
占
す
る
所
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
 
（
か
ね
こ　
こ
う
じ　
元
早
稲
田
大
学
図
書
館
員
）
 
（
く
ぼ
お　
と
し
ろ
う　
元
早
稲
田
大
学
図
書
館
員
）
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
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〈
凡
例
〉
一
、
各
巻
の
外
寸
と
各
文
書
の
料
紙
の
大
き
さ
を
適
宜
附
し
た
。
一
、
各
文
書
に
巻
号
と
そ
の
巻
中
の
順
番
を
示
す
記
号
を
附
し
て
翻
刻
番
号
と
し
た
。
一
、
文
書
の
差
出
年
号
を
適
宜
（　
）
で
補
記
し
た
。
一
、  
各
文
書
の
終
り
に
差
出
人
、
受
取
人
に
つ
い
て
の
注
を
適
宜
附
し
た
。
参
考
資
料
は
『
国
書
人
名
事
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
『
日
本
洋
学
人
名
事
典
』（
柏
書
房
、
一
九
九
四
年
）、『
津
山
藩
江
戸
日
記
』（
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
）
ほ
か
で
あ
る
。
一
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
各
文
書
に
適
宜
読
点
を
附
し
た
。
一
、
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
表
記
し
た
。
一
、
旧
字
体
の
漢
字
は
す
べ
て
当
用
漢
字
と
し
た
。
一
、
捺
印
は
㊞
印
で
表
記
し
た
。
一
、
見
せ
消
ち
は
文
字
の
左
傍
に
「
」
を
付
し
た
。
一
、
翻
刻
は
金
子
宏
二
、
久
保
尾
俊
郎
が
担
当
し
た
。
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〈
翻
刻
〉
　
一
巻 
〔
外
寸
：
三
二
・
六
×
五
六
六
・
四
セ
ン
チ
〕
一
│
一 
〔
二
七
・
四
×
四
〇
・
五
セ
ン
チ
〕
　
　
　
　
申
置
候
覚
一　
は
ん
き
一　
家
蔵　
　
家
ざ
い
右
は
、
弘
通
院
様
御
遺
言
之
通
り
、
安
岡
之
家
為
相
続
相
ゆ
つ
り
申
候
処
、
実
正
也
、
此
度
家
蔵
ふ
し
ん
出
来
ニ
付
、
尚
又
為
念
申
残
候
、
病
中
筆
取
か
ね
候
ま
ゝ
、
代
筆
ニ
而
爪
判
い
た
し
置
候
、
い
さ
ゐ
之
事
、
養
庵
、
信
道
子
連
印
の
巻１－１　申置候覚（栄松院）
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
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証
文
渡
置
候
也
　
天
保
十
亥
年
十
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
松
院
（
瓜
印
）
（
　
　
　
　
　
　
安
岡
松
庵
と
の
へ
栄
松
院　
　
  
宇
田
川
玄
真
（
弘
道
院
、
弘
通
院
）
の
妻
ゑ
い
（
栄
勝
院
）。
天
保
一
〇
年
一
〇
月
二
九
日
深
川
永
堀
町
弥
兵
衛
店
で
死
去
。
宇
田
川
榕
庵
の
養
母
。
安
岡
松
庵　
  
大
沢
松
庵
の
こ
と
。
周
防
国
出
身
で
坪
井
信
道
の
弟
子
。
信
道
の
師
は
宇
田
川
玄
真
で
あ
る
が
、
そ
の
妻
ゑ
い
は
松
庵
を
玄
真
の
実
家
、
安
岡
家
の
養
子
に
し
よ
う
と
し
た
。
一
│
二 
〔
二
四
・
〇
×
三
三
・
五
セ
ン
チ
〕
　
　
引
取
申
一
札
之
事
一　
私
弟
子
大
沢
松
庵
事
、
是
迄
貴
家
様
御
隠
居
処
へ
差
上
置
、
尤
栄
勝
院
様
貴
所
様
ゟ
内
々
被
仰
聞
候
義
も
御
座
候
得
共
、
其
後
当
人
仰
私
存
意
ニ
相
叶
不
申
仰
有
之
、
先
達
而
私
方
江
御
差
戻
被
下
候
様
申
上
候
処
、
貴
家
様
ニ
而
も
、
当
人
身
分
篤
ト
御
正
し
被
成
候
処
、
身
元
不
宣
話
相
聞
へ
候
へ
は
、
此
度
愈
々
御
差
戻
し
被
下
候
旨
被
仰
聞
、
則
私
方
へ
引
取
申
候
、
然
ル
上
ハ
、
此
後
当
人
身
分
ニ
付
何
様
之
仰
有
之
と
も
、
毛
頭
御
苦
労
相
掛
申
間
敷
候
、
為
念
引
取
証
文
如
件
　
天
保
十
一
子
三
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
信
道
㊞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
仲
庵
印
　
　
　
宇
田
川
榕
庵
様
─　　─12
坪
井
信
道　
　
  
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
│
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）。
美
濃
国
出
身
。
宇
田
川
玄
真
に
蘭
方
医
学
を
学
ぶ
。
伊
東
玄
朴
、
戸
塚
静
海
と
並
ん
で
三
大
蘭
方
医
と
称
せ
ら
れ
た
。
訴
訟
事
件
で
は
大
橋
八
郎
と
と
も
に
引
合
人
。
阿
部
仲
庵　
　
  
宇
田
川
玄
真
の
弟
子
。
北
新
堀
大
川
端
町
・
町
医
師
。
宇
田
川
榕
庵
の
代
理
で
訴
状
を
奉
行
所
に
提
出
。
宇
田
川
榕
庵　
  
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
│
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）。
江
沢
氏
の
出
。
江
戸
大
垣
藩
邸
に
生
ま
れ
、
美
作
津
山
藩
医
を
務
め
た
。
宇
田
川
玄
真
の
養
嗣
子
。
こ
の
訴
訟
事
件
の
一
方
の
当
事
者
。
一
│
三 
〔
一
六
・
四
×
六
一
・
九
セ
ン
チ
〕
　
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候
霊
厳
嶋
北
新
堀
大
川
端
町
医
師
仲
安
奉
申
上
候
、
私
儀
請
人
ニ
相
立
、
松
庵
と
申
者
を
、
小
笠
原
下
総
守
様
御
家
来
医
師
坪
井
信
道
方
へ
弟
子
に
差
遣
置
候
処
、
信
道
師
家
松
平
三
河
守
様
御
医
師
宇
田
川
榕
庵
養
父
之
実
家
安
岡
家
相
続
人
ニ
為
致
度
趣
ニ
而
、
深
川
永
堀
町
榕
庵
養
母
隠
宅
へ
差
遣
置
候
処
、
榕
庵
養
母
死
去
後
、
松
庵
儀
師
匠
信
道
之
存
意
ニ
不
相
叶
儀
有
之
、
師
匠
之
実
家
相
続
為
致
候
而
ハ
、
行
末
無
覚
束
人
物
ニ
而
、
破
縁
致
し
度
趣
信
道
ゟ
榕
庵
へ
申
出
候
間
、
榕
庵
も
再
三
取
調
へ
候
処
、
至
極
尤
之
義
ニ
存
、
且
ツ
当
人
仮
親
ニ
相
成
候
信
道
ゟ
右
様
申
候
上
は
無
是
非
、
其
意
ニ
任
せ
破
縁
致
シ
可
申
旨
、
榕
庵
ゟ
松
庵
へ
申
聞
候
処
、
種
々
不
埒
之
義
申
居
、
承
引
不
仕
、
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─13
私
儀
ハ
松
庵
請
人
ニ
相
立
候
義
故
、
種
々
理
解
申
聞
候
而
も
、
強
情
申
募
一
円
得
心
不
仕
、
信
道
榕
庵
江
対
シ
、
何
共
申
訳
無
之
、
甚
以
迷
惑
仕
候
間
、
無
是
非
、
今
般
御
訴
訟
奉
申
上
候
、
何
卒
以
御
慈
悲
、
松
庵
被　
召
出
、
信
道
方
へ
退
去
仕
候
様
、
被　
仰
付
被
下
置
候
様
、
偏
奉
願
上
候
、　
以
上
天
保
十
一
子
年
四
月
　
　
　
　
　
霊
厳
島
北
新
堀
大
川
端
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
主
新
吉
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訴
訟
人　
　
仲
安
　
　
　
　
　
　
深
川
永
堀
町
　
　
　
　
　
　
　
　
家
主
弥
兵
衛
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
手　
　
　
松
庵
　
御
奉
行
様
仲
安　
前
記
阿
部
仲
庵
の
こ
と
。
大
沢
松
庵
の
請
人
。
松
庵　
前
記
大
沢
（
安
岡
）
松
庵
の
こ
と
。
一
│
四　
　
　
　
　
〔
一
四
・
五
×
一
四
・
八
セ
ン
チ
〕
宇
田
川
榕
庵
様　
　
吉
田
権
平
（
封
）
今
日
、
町
奉
行
所
江
御
名
代
之
御
名
前
一
寸
御
記
し
被
遣
可
被
下
候
、　
以
上
─　　─14
（
天
保
十
一
年
）
　
六
月
朔
日
吉
田
権
平　
津
山
藩
御
留
守
居
役
見
習
。
一
│
五 
〔
二
三
・
八
×
三
〇
・
六
セ
ン
チ
〕
心
得　
乍
恐
迷
惑
難
渋
仕
候
ニ
付
、
無
是
非
御
訴
訟
奉
申
上
候
、
何
卒
以
御
慈
悲
、
相
手
榕
庵
被
召
出
、
御
吟
味
之
上
、
右
安
岡
家
相
続
筋
之
儀
は
勿
論
、
譲
受
候
板
行
之
儀
も
、
彼
此
故
障
不
申
掛
様
、
被
仰
付
被
成
下
候
様
、
偏
奉
願
候
、　
已
上
天
保
十
一
子
年
六
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
深
川
永
堀
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
人　
松
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
主　
弥
兵
衛
　
　
　
　
　
松
平
三
河
守
様
　
　
　
　
　
　
　
　
御
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
手　
　
榕
庵
　
御
奉
行
所
様
松
庵　
　
前
記
大
沢
松
庵
の
こ
と
。
弥
兵
衛　
深
川
永
堀
町
弥
兵
衛
店
家
主
。
榕
庵　
　
前
記
宇
田
川
榕
庵
の
こ
と
。
一
│
六 
〔
一
七
・
八
×
三
四
・
一
セ
ン
チ
〕
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─15
（
別
筆
）
「
宇
田
川
家
蔵
板
ニ
付
公
事
」
私
儀
、
町
御
奉
行
所
遠
山
左
衛
門
尉
殿
ゟ
、
御
尋
之
義
御
座
候
趣
ニ
而
、
今
四
ツ
時
御
呼
出
し
ニ
相
成
候
処
、
私
儀
病
気
ニ
付
、
弟
子
福
田
良
叔
差
出
し
候
処
、
於
使
者
間
、
目
安
方
浅
野
十
兵
衛
ト
申
者
被
申
聞
候
ニ
ハ
、
私
亡
父
実
家
安
岡
姓
家
督
之
義
ニ
付
、
深
川
永
堀
町
家
主
弥
兵
衛
店
松
庵
ト
申
者
ゟ
、
私
相
手
取
願
書
指
出
し
候
ニ
付
、
来
ル
八
日
右
返
答
書
持
参
、
可
受
吟
味
旨
被
申
渡
候
、
此
段
申
上
候
、
以
上
（
天
保
十
一
年
）
　
七
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
川
榕
庵
一
│
七 
〔
一
六
・
一
×
二
七
・
〇
セ
ン
チ
〕
宇
田
川
榕
庵
様　
　
吉
田
権
平
貴
君
様
御
事
、
御
尋
之
儀
有
之
候
間
、
同
道
人
差
添
、
明
朔
日
四
時
御
役
宅
江
、
可
罷
出
旨
之
御
直
剪
紙
、
町
御
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
殿
ゟ
致
到
来
候
、
右
ニ
付
候
而
は
、
其
筋
よ
り
御
達
可
有
御
座
候
得
共
、
御
示
談
い
た
し
度
義
御
座
候
間
、
乍
御
苦
労
、
一
寸
御
来
駕
可
被
下
候
、
以
上
（
天
保
十
一
年
）
　
六
月
晦
日
─　　─16
吉
田
権
平　
前
記
。
一
│
八 
〔
一
六
・
一
×
二
〇
・
四
セ
ン
チ
〕
今
般
御
呼
出
し
之
節
、
私
名
代
ニ
差
出
し
申
候
者
之
儀
は
、
私
内
弟
子
ニ
而
　
　
　
久
永
源
兵
衛
家
来
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
良
叔
右
久
永
殿
は
、
小
日
向
中
ノ
橋
ニ
而
三
千
弐
百
石
高
寄
合
ニ
御
座
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
川
榕
庵
一
│
九 
〔
二
六
・
九
×
二
四
六
・
四
セ
ン
チ
〕
　
　
　
以
返
答
書
申
上
候
松
平
三
河
守
家
来
医
師
宇
田
川
榕
庵
煩
ニ
付
、
代
同
人
弟
子
福
田
良
叔
申
上
候
、
此
度
深
川
永
堀
町
弥
兵
衛
店
町
医
師
松
庵
ゟ
、
師
匠
榕
庵
相
手
取
相
続
方
之
儀
、
品
々
申
立
御
訴
訟
申
上
候
ニ
付
、
訴
状
披
見
被　
仰
候
、
当
八
日
返
答
書
持
参
可
罷
出
旨
被　
仰
候
、
奉
畏
返
答
書
ヲ
以
左
ニ
申
上
候
、
一
訴
訟
人
松
庵
申
立
候
は
、
榕
庵
養
父
玄
真
実
家
安
岡
之
家
銘
先
年
ゟ
退
転
致
居
候
等
板
木
之
始
末
、
専
一
松
庵
義
、
安
岡
家
之
相
続
致
居
候
様
之
手
続
ニ
取
拵
、
悉
文
意
を
取
飾
し
、
逸
々
相
違
ヲ
申
立
有
之
候
、
　
此
段
、
玄
真
儀
宇
田
川
家
之
養
子
ニ
　
罷
越
候
跡
ハ
、
安
岡
玄
脩
ト
申
者
江
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─17
　
相
続
為
致
、
其
後
同
人
病
死
致
シ
、
　
元
昌
と
申
忰
壱
人
有
之
、
然
処
、
榕
庵
　
養
父
玄
真
儀
、
当
七
ケ
年
以
前
午
年
　
中
相
果
、
其
後
、
右
元
昌
儀
若
輩
　
ニ
付
榕
庵
手
元
江
引
取
、
医
道
　
稽
古
中
、
当
四
ケ
年
以
前
酉
年
　
七
月
中
是
又
病
死
致
候
故
、
年
久
敷
　
退
転
致
居
候
訳
ニ
は
決
而
無
之
、
且
松
庵
　
申
立
ニ
ハ
、
玄
真
存
生
中
、
可
然
相
続
人
　
無
之
相
果
候
趣
申
立
候
得
共
、
玄
真
　
相
果
候
後
も
、
血
脈
之
元
昌
と
申
子
　
有
之
故
、
右
体
之
遺
言
可
申
置
筋
　
無
之
「
全（
貼
紙
）
之
偽
」、
尚
板
木
之
一
条
ハ
榕
庵
　
養
母
差
図
ニ
依
候
、
松
庵
身
元
相
糺
候
上
、
　
安
岡
相
続
為
致
候
様
相
成
候
ハ
ゝ
、
板
木
　
可
譲
渡
旨
相
続
取
究
、
一
札
ハ
同
人
　
医
学
励
之
た
め
、
認
調
印
致
置
呉
　
候
様
申
聞
候
ニ
付
、
其
意
ニ
任
せ
相
認
　
榕
庵
調
印
、
信
道
も
名
前
書
入
、
養
母
江
　
預
ケ
置
、
松
庵
国
許
生
家
江
掛
合
子
細
　
無
之
候
ハ
ゝ
、
身
分
貰
受
候
、
証
書
取
之
　
候
上
、
主
家
江
相
願
、
安
岡
相
続
為
　
致
候
様
相
成
候
節
ハ
、
尚
又
立
合
表
向
　
夫
々
及
披
露
、
榕
庵
ゟ
松
庵
江
右
　
一
札
相
渡
候
積
り
に
相
談
、
取
究
置
　
候
処
、
養
母
痛
風
差
重
く
、
病
死
　
致
候
後
、
松
庵
行
跡
不
宣
旨
相
　
聞
由
ニ
付
、
同
人
身
分
之
手
続
夫
々
　
探
糺
候
処
、
実
ニ
心
底
不
宣
　
趣
相
分
り
、
且
養
母
没
後
右
一
札
　
無
断
も
自
身
所
持
い
た
し
、
養
母
　
所
持
之
有
金
、
其
外
衣
類
諸
　
道
具
都
而
自
在
ニ
い
た
し
、
　
剰
地
景
物
亦
手
儘
ニ
取
拵
、
旁
　
以
難
捨
置
、
没
シ
候
養
母
之
実
弟
　
壱
人
有
之
稲
葉
丹
後
守
様
内
─　　─18
　
大
橋
八
郎
江
、
右
之
段
、「
同
藩（貼
紙
）箕作
玩
」
　
「
甫（
貼
紙
）
ヲ
以
掛
合
、
相
談
之
上
」
当
三
月
廿
日
　
榕
庵
宅
ニ
お
ゐ
て
、
右
信
道
身
元
受
　
仲
庵
為
立
合
、
松
庵
ヲ
呼
寄
、
身
分
　
引
取
候
様
、
榕
庵
「（
貼
紙
）
申
」
渡
し
、
信
道
　
仲
庵
ゟ
引
取
一
札
榕
庵
取
之
、
　
引
渡
遣
候
処
、
其
後
ニ
至
、
松
庵
　
如
何
相
心
得
候
哉
、
変
心
致
候
由
　
ニ
而
、
是
迄
精
し
く
信
道
仲
庵
　
よ
り
異
見
差
加
候
而
も
、
不
取
用
趣
、
　
右
ニ
付
、
榕
庵
江
対
し
難
相
仲
旨
　
ヲ
以
、
信
道
兼
仲
庵
ゟ
夫
々
掛
合
　
之
上
、
松
庵
身
分
先
月
廿
八
日
家
主
　
弥
兵
衛
江
預
ケ
、
一
札
取
之
、
御
訴
訟
　
可
申
上
手
運
中
、
其
筋
へ
御
届
も
　
不
致
、
榕
庵
江
も
無
沙
汰
ニ
翌
廿
九
日
　
出
抜
ケ
、
松
庵
逆
訴
致
候
義
ニ
而
、
既
ニ
　
去
ル
五
日
南　
御
奉
行
所
江
仲
庵
ゟ
　
御
訴
訟
申
上
、
来
ル
十
二
日
之
御
裏
書
、
　
彼
我
相
訴
候
旨
榕
庵
方
へ
届
申
聞
へ
、
　
全
松
庵
身
分
ハ
榕
庵
養
母
之
　
隠
居
所
江
差
置
候
迄
之
も
の
ニ
而
、
　
所
業
不
宣
故
、
引
取
方
申
渡
シ
、
　
身
元
受
仲
庵
、
当
人
師
匠
信
道
　
両
人
江
引
渡
し
、
身
分
ニ
付
　
訴
事
之
義
、
御
吟
味
可
奉
受
　
義
無
御
座
候
ニ
付
、
没
シ
候
養
母
　
所
持
之
金
八
拾
両
余
、
衣
類
　
品
々
相
改
、
榕
庵
江
引
渡
シ
　
隠
居
所
早
々
引
払
、
身
元
受
、
　
身
分
引
取
候
様
被
仰
付
被
下
　
置
度
、
偏
奉
願
上
候
、
前
書
、
奉
申
上
候
通
之
始
末
ニ
而
、
其
外
、
今
般
之
松
庵
訴
状
之
内
ニ
、
信
道
親
元
ニ
相
成
、
安
岡
相
続
致
候
と
之
義
、
安
岡
性
ハ
榕
庵
存
定
ヲ
以
相
立
候
義
故
、
同
人
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─19
養
子
と
仕
、
玄
真
門
人
中
表
向
夫
々
披
露
不
致
候
な
ハ
、
難
名
乗
訳
ケ
右
ハ
全
之
偽
、
殊
ニ
松
庵
も
、
安
岡
性
名
乗
不
申
証
書
榕
庵
所
持
罷
在
、
猶
又
、
養
母
ゟ
遺
言
状
有
之
趣
、
訴
状
ニ
認
有
之
候
得
共
、
悉
疑
敷
、
養
母
死
後
、
中
陰
中
も
、
聊
不
承
ラ
、
専
一
養
母
之
義
故
、
榕
庵
不
存
義
ハ
無
之
筈
、
此
度
之
訴
状
ニ
而
、
始
而
承
知
致
候
義
、
右
ハ
、
全
取
拵
ニ
相
違
無
之
、
且
又
、
板
木
榕
庵
方
へ
差
戻
し
候
ハ
ゝ
、
金
百
両
松
庵
江
可
渡
と
之
信
道
ゟ
掛
合
御
座
候
旨
、
認
有
之
、
榕
庵
覚
更
ニ
無
之
、
信
道
江
承
候
処
、
同
人
義
も
大
体
之
義
申
聞
候
義
無
之
旨
ニ
候
上
は
、
都
而
手
続
取
拵
候
義
ニ
而
◯無
相
違
無
之
、
甚
不
敵
之
心
底
被
為　
聞
召
、
分
不
筋
之
難
題
不
申
掛
、
身
分
引
取
候
様
、
被
仰
付
被
下
置
度
、
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、
已
上
天
保
十
一
子
年
七
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
松
平
三
河
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
川
榕
庵
煩
ニ
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
用
人
弟
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
良
叔
　
御
奉
行
所
福
田
良
叔　
  
宇
田
川
榕
庵
の
弟
子
。
小
日
向
中
ノ
橋
　
　
　
　
　
久
永
源
兵
衛
の
家
来
で
医
師
。
病
床
の
　
　
　
　
　
榕
庵
の
訴
訟
代
理
人
。
御
奉
行
所　
  
北
町
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
景
元
役
所
。
─　　─20
　
二
巻 
〔
外
寸
：
三
二
・
五
×
七
一
二
・
六
セ
ン
チ
〕
二
│
一 
〔
一
六
・
一
×
一
九
二
・
一
セ
ン
チ
〕
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候
一　
北
新
堀
大
川
端
町
家
主
新
吉
店
　
　
町
医
師
仲
庵
申
上
候
、
私
儀
は
以
前
　
　
松
平
三
河
守
様
御
藩
医
宇
田
川
　
　
玄
真
弟
子
ニ
而
、
当
時
前
書
町
　
　
内
ニ
住
宅
医
業
罷
在
、
然
処
　
　
右
玄
真
は
素
勢
州
松
坂
　
　
出
生
ニ
而
、
安
岡
四
郎
衛
門
と
申
も
の
　
　
忰
ニ
而
、
先
年
ゟ
御
当
地
に
罷
在
、
　
　
前
文
宇
田
川
家
之
養
子
ニ
　
　
罷
成
候
処
、
同
人
儀
も
出
生
之
　
　
忰
無
之
、
戸
田
采
女
正
様
御
藩
　
　
医
江
沢
養
樹
忰
榕
庵
と
　
　
申
者
養
子
相
続
為
致
、
玄
真
　
　
儀
は
隠
居
仕
、
妻
壱
人
を
連
レ
　
　
深
川
東
仲
町
江
住
居
罷
在
、
其
　
　
後
病
死
い
た
し
候
ニ
付
、
後
家
　
　
身
分
養
母
之
儀
ニ
付
榕
庵
方
江
　
　
可
引
取
処
、
後
家
望
ニ
付
、
隠
宅
　
　
其
儘
差
置
、
且
養
母
後
家
　
　
存
生
中
為
隠
免
、
玄
真
　
　
榕
庵
名
前
之
板
木
五
通
り
　
　
附
置
有
之
候
ニ
付
、
無
人
、
旁
板
木
　
　
世
話
心
得
候
者
不
差
置
候
ニ
は
　
　
差
支
候
故
、
私
相
弟
子
坪
井
　
　
信
道
弟
子
之
内
、
青
田
抱
儀
と
　
　
申
者
差
置
候
処
、
他
家
江
養
子
と
　
　
罷
成
候
ニ
付
引
取
、
跡
江
矢
張
　
　
前
書
信
道
弟
子
ニ
而
、
私
方
ゟ
　
　
身
元
受
致
遣
置
候
長
門
国
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─21
　
　
下
ノ
関
出
生
ニ
而
大
沢
松
庵
と
　
　
申
も
の
実
体
ニ
も
見
受
、
信
道
　
　
相
談
之
上
、
榕
庵
養
母
隠
居
　
　
所
江
最
初
差
置
候
、
抱
儀
同
様
　
　
差
置
、
然
処
東
仲
町
引
払
、
　
　
同
所
万
年
町
壱
丁
目
家
主
　
　
喜
助
店
借
受
候
ニ
付
、
榕
庵
、
店
主
　
　
ニ
而
店
受
人
吉
兵
衛
と
申
者
相
立
、
　
　
住
居
罷
在
候
、
其
後
、
猶
又
同
所
　
　
永
堀
町
家
主
弥
兵
衛
支
配
地
面
　
　
借
受
、
家
作
相
建
引
移
り
、
右
普
　
　
請
中
ゟ
榕
庵
養
母
後
家
　
　
病
気
付
、
追
々
大
病
と
罷
成
、
　
　
去
亥
十
一
月
中
病
死
い
た
し
、
右
　
　
混
雑
中
故
、
地
受
等
も
取
極
不
申
、
　
　
手
儘
ニ
相
成
居
候
中
、
松
庵
所
　
　
業
不
宣
風
聞
も
相
聞
候
ニ
付
、
　
　
手
儘
ニ
地
受
等
取
扱
候
も
難
　
　
計
、
松
庵
江
は
勿
論
、
地
主
才
兵
衛
　
　
家
主
弥
兵
衛
江
も
不
筋
之
儀
　
　
無
之
様
、
私
ゟ
対
談
致
置
候
処
、
　
　
右
を
忘
却
い
た
し
、
以
前
住
居
　
　
罷
在
候
節
之
万
年
町
壱
丁
目
　
　
家
主
喜
助
を
地
受
人
ニ
相
頼
、
　
　
松
庵
店
主
ニ
相
成
、
地
受
状
取
拵
　
　
候
趣
相
聞
候
ニ
付
、
榕
庵
江
届
も
　
　
不
致
、
勝
手
儘
之
取
計
難
心
得
、
　
　
何
共
不
正
之
仕
成
シ
、
榕
庵
江
対
シ
　
　
不
相
済
儀
、
殊
ニ
榕
庵
養
母
　
　
後
家
没
後
、
同
人
所
持
之
衣
類
、
　
　
家
財
、
金
子
八
拾
両
余
有
之
候
処
、
　
　
養
母
ゟ
譲
受
候
様
申
紛
、
榕
庵
　
　
方
江
引
渡
不
申
法
外
至
極
、
殊
ニ
　
　
身
元
等
も
不
宣
趣
相
聞
候
ニ
付
、
　
　
榕
庵
ゟ
松
庵
江
身
分
立
去
　
　
候
儀
申
渡
シ
引
取
候
ニ
付
、
私
─　　─22
　
　
右
信
道
両
人
ゟ
榕
庵
方
江
　
　
引
取
一
札
差
出
、
当
人
引
連
罷
帰
　
　
候
後
、
同
人
変
心
い
た
し
、
相
拒
　
　
候
ニ
付
、
榕
庵
江
対
シ
難
相
済
、
　
　
可
奉
出
訴
旨
夫
江々
断
候
処
、
　
　
地
受
人
ニ
相
成
候
喜
助
儀
は
　
　
心
得
違
相
弁
、
地
受
証
文
　
　
破
印
致
シ
、
当
人
身
分
引
渡
候
　
　
旨
弥
兵
衛
喜
助
ゟ
私
信
道
江
　
　
申
聞
候
間
、
引
取
一
札
相
認
メ
、
　
　
松
庵
身
分
引
取
と
し
て
、
同
人
　
　
家
主
相
手
弥
兵
衛
方
江
罷
越
　
　
候
処
、
同
人
儀
右
ヲ
違
変
致
シ
、
　
　
只
今
坂
本
町友八
店壱
丁
目
左
衛
門
店
利
兵
衛
と
　
　
申
者
地
受
人
ニ
相
成
候
故
、
身
分
　
　
引
渡
候
儀
難
成
旨
答
以
之
　
　
外
成
次
第
、
右
は
全
家
主
弥
兵
衛
　
　
儀
松
庵
と
馴
合
、
此
度
同
人
　
　
身
分
引
渡
を
故
障
致
候
　
　
儀
ニ
相
違
無
之
、
何
共
心
外
　
　
至
極
ニ
付
、
今
般
御
訴
訟
奉
　
　
申
上
候
、
何
卒
以
　
　
御
慈
悲
相
手
松
庵
同
弥
兵
衛
　
　
被
召
出
、
松
庵
は
榕
庵
隠
宅
　
　
家
作
土
蔵
壱
ケ
所
、
家
財
　
　
不
残
、
養
母
所
持
之
衣
類
、
金
　
　
八
拾
両
と
も
不
残
取
揃
、
榕
庵
江
　
　
引
渡
、
身
分
は
私
信
道
　
　
方
江
引
取
候
様
、
且
家
主
　
　
弥
兵
衛
義
は
当
人
と
馴
合
、
　
　
俄
ニ
新
規
之
地
受
等
取
拵
、
　
　
松
庵
身
分
引
渡
相
妨
候
　
　
始
末
、
逸
々
御
吟
味
被
成
下
置
　
　
候
様
偏
奉
願
上
候
、
以
上
　
天
保
十
一
子
年
七
月
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─23
　
　
　
　
　
北
新
堀
大
川
端
町
　
　
　
　
　
　
家
主
新
吉
店
　
　
　
　
　
　
　
町
医
師
　
　
　
　
　
　
訴
訟
人　
仲
庵
　
　
　
　
　
深
川
永
堀
町
　
　
　
　
　
　
同
弥
兵
衛
店
　
　
　
　
　
　
相
手　
　
松
庵
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
家
主
　
　
　
　
　
　
同　
　
弥
兵
衛
　
御
奉
行
所
様
御
奉
行
所　
南
町
奉
行
筒
井
和
泉
守
政
憲
役
所
。
二
│
二 
〔
一
七
・
六
×
一
二
九
・
二
セ
ン
チ
〕
　
　
口
上
書
一
松
庵
申
立
ニ
ハ
、
玄
真
実
家
安
岡
性
、
先
年
ゟ
退
　
転
致
居
、
判
木
ヲ
以
相
立
候
様
遺
言
申
残
し
　
候
様
申
立
候
得
共
、
玄
真
存
生
中
ハ
血
脈
之
安
岡
　
元
昌
と
申
者
、
当
四
ケ
年
以
前
迄
罷
在
、
玄
真
は
　
当
七
ケ
年
以
前
病
死
致
し
候
義
ニ
而
、
右
体
之
義
　
無
之
、
全
之
偽
ニ
御
座
候
、
一
後
家
遺
言
状
有
之
趣
申
立
候
得
共
、
是
迄
榕
庵
　
ハ
勿
論
、
縁
類
一
同
不
存
義
、
今
般
初
而
承
リ
候
義
ニ
而
、
　
全
取
拵
ニ
相
違
無
之
、
後
家
ゑ
い
実
筆
ニ
ハ
無
之
、
　
此
義
御
吟
味
可
被
下
候
、
一
松
庵
、
是
迄
安
岡
相
続
致
候
様
申
立
候
得
共
、
隠
宅
　
之
事
故
無
人
、
旁
判
木
世
話
心
得
候
者
不
差
置
候
而
ハ
　
差
支
候
故
、
以
前
坪
井
信
道
弟
子
青
田
抱
義
と
申
者
─　　─24
　
差
置
、
右
之
者
国
元
江
罷
越
候
ニ
付
、
其
跡
江
当
四
ケ
年
　
以
前
ゟ
松
庵
差
置
候
義
ニ
而
、
全
欲
心
発
起
し
後
家
　
ゑ
い
ニ
取
入
申
進
め
、
大
体
之
義
出
来
候
義
ニ
御
座
候
、
一
判
木
譲
者
之
義
ハ
、
返
答
書
ニ
も
委
敷
相
認
メ
候
得
共
、
　
去
六
月
中
、
養
母
後
家
差
図
ニ
而
、
安
岡
相
続
　
之
為
め
譲
候
訳
ニ
而
、
其
節
松
庵
ヲ
相
続
人
ニ
取
極
め
　
候
訳
ニ
は
無
之
候
故
、
只
安
岡
と
斗
リ
認
メ
養
母
江
相
渡
シ
　
置
候
、
其
後
去
冬
、
病
中
大
病
期
ニ
至
、
松
庵
ヲ
以
相
続
人
　
ニ
致
呉
候
様
申
出
、
同
人
義
ハ
遠
国
出
生
ニ
而
、
身
元
等
相
分
り
　
不
申
、
得
と
相
糺
し
、
其
上
主
家
江
も
相
願
、
何
ニ
も
可
仕
と
　
存
候
処
、
養
母
頻
ニ
松
庵
之
弐
字
書
入
候
様
被
申
付
、
養
　
母
之
義
故
難
逆
、
書
入
候
義
ニ
而
、
無
程
養
母
は
病
去
致
し
　
候
義
ニ
而
、
松
庵
之
弐
字
墨
色
得
御
披
見
被
下
、
明
白
之
義
　
御
察
し
可
被
下
、
尤
去
八
日
、
於
御
席
申
立
之
節
、
是
は
　
全
養
母
之
眼
鏡
違
ひ
、
如
何
之
取
計
と
相
見
へ
候
趣
　
被
仰
聞
候
事
ニ
御
座
候
、
一
松
庵
身
分
、
信
道
仲
庵
江
引
渡
し
候
訳
は
、
後
家
養
母
　
死
後
、
在
金
、
衣
類
ニ
迄
手
儘
ニ
致
し
、
其
外
榕
庵
江
　
対
し
、
悪
口
雑
言
申
掛
、
誠
ニ
法
外
至
極
之
仕
成
也
、
　
殊
ニ
、
主
家
三
河
守
留
守
居
河
内
卜
右
衛
門
　
ゟ
松
庵
国
元
領
主
毛
利
甲
斐
守
殿
留
守
居
　
半
野
瀬
兵
衛
江
内
々
身
分
之
義
相
尋
候
処
、
国
元
　
ニ
而
も
至
而
不
正
之
者
ニ
而
、
風
聞
不
宣
趣
相
答
、
且
得
と
　
承
り
及
候
得
ば
、
国
元
ニ
而
長
洲
尾ヲ
郡
と
申
所
ニ
而
、
平
田
　
道
伯
と
申
者
江
養
子
ニ
罷
成
、
其
節
、
養
家
ニ
而
所
々
薬
種
屋
　
ゟ
ハ
過
分
之
薬
種
等
引
取
売
払
、
薬
礼
四
十
両
余
も
取
集
有
　
之
候
ヲ
所
持
、
其
外
養
父
衣
類
等
迄
取
逃
、
出
奔
致
し
　
候
始
末
ニ
而
、
右
借
金
ニ
而
養
家
は
困
窮
ニ
落
入
、
道
伯
ハ
此
節
　
盲
人
ニ
相
成
、
立
行
悪
候
次
第
、
其
外
所
ニ々
而
不
正
之
義
　
も
有
之
風
聞
承
及
候
義
ニ
而
、
当
三
月
廿
日
信
道
仲
庵
　
両
人
江
引
渡
し
、
引
取
一
札
取
置
候
義
ニ
而
、
決
而
安
岡
相
続
　
等
為
致
候
義
ハ
一
向
相
成
不
申
候
、
一
去
ル
十
二
日
、
南
御
奉
行
所
ニ
而
松
庵
御
吟
味
之
上
、
御
　
利
解
被
仰
聞
候
は
、
深
川
東
仲
町
玄
真
隠
宅
売
　
払
、
右
代
金
ヲ
以
当
永
堀
町
江
家
作
相
建
候
得
ば
　
安
岡
之
家
と
ハ
難
申
、
玄
真
死
後
ハ
皆
榕
庵
之
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─25
　
物
ニ
而
、
後
家
之
物
ニ
は
無
之
筈
之
義
、
た
と
へ
後
家
ゟ
　
貰
請
候
て
も
、
榕
庵
差
図
受
不
申
、
万
事
手
儘
ニ
　
取
計
、
其
上
勝
手
ニ
地
受
等
迄
取
拵
、
町
人
別
ニ
入
候
段
、
　
心
得
違
之
義
被
仰
聞
候
、
且
判
木
之
一
札
ハ
後
家
　
榕
庵
ニ
指
図
致
し
、
安
岡
相
続
為
相
附
之
義
　
ハ
後
家
心
得
違
、
右
訳
ハ
此
判
木
玄
真
養
父
玄
随
　
ゟ
発
起
い
た
し
、
玄
随
主
家
津
山
殿
ゟ
も
金
子
等
　
御
下
ケ
ニ
相
成
、
上
木
致
し
候
義
ニ
而
、
玄
真
養
父
之
　
志
ヲ
継
キ
、
追
々
出
板
致
し
、
当
榕
庵
迄
三
代
丹
誠
　
之
上
出
板
致
し
候
義
ニ
而
、
玄
真
存
生
ニ
候
得
ば
、
　
中
々
此
判
木
自
分
実
家
之
為
ニ
可
致
筋
無
之
、
左
　
候
得
ば
、
玄
真
義
ハ
養
家
薄
し
実
家
ヲ
厚
す
る
之
　
道
理
ニ
相
当
り
、
先
祖
江
対
し
不
孝
者
ニ
相
成
候
、
玄
真
　
程
之
者
、
右
体
私
之
志
有
之
大
業
可
相
成
筋
無
之
　
筈
、
素
々
不
筋
之
義
故
、
今
般
御
上
之
御
苦
難
ニ
相
掛
り
　
候
義
、
全
後
家
心
得
違
、
板
木
ハ
宇
田
川
家
蔵
品
　
故
相
返
し
、
榕
庵
信
道
仲
庵
迄
厚
相
詫
、
別
ニ
　
安
岡
相
続
仕
候
工
夫
可
有
之
心
得
違
無
之
様
、
得
と
　
相
考
可
申
候
様
松
庵
江
御
利
解
御
座
候
、
一
遺
言
状
之
義
も
、
南
御
奉
行
所
ニ
而
ハ
代
筆
等
　
と
申
、
大
病
期
ニ
至
当
人
壱
人
ニ
而
養
子
榕
庵
外
一
同
　
不
存
、
遺
言
状
疑
敷
義
ニ
而
、
取
用
難
申
旨
ニ
御
座
候
、
　
全
此
度
之
趣
意
ハ
、
後
家
病
死
後
、
在
金
衣
類
等
　
も
多
分
有
之
、
殊
ニ
右
一
札
養
母
江
渡
し
置
候
義
ニ
付
、
　
家
主
弥
兵
衛
、
地
主
才
兵
衛
、
養
母
弟
大
橋
八
郎
　
此
度
先
月
廿
六
日
新
規
之
地
請
人
ニ
相
立
て
、
坂
本
町
壱
丁
目
　
友
八
店
利
兵
衛
一
同
申
合
、
安
岡
相
続
致
し
　
候
様
申
成
し
、
手
続
取
拵
、
過
分
金
子
掠
取
、
夫
々
　
割
符
致
し
候
工
ニ
而
、
実
ニ
欲
心
よ
り
事
起
り
、
既
ニ
　
松
庵
申
に
も
有
之
、
過
分
之
金
子
受
取
候
て
も
　
夫
々
遣
し
不
申
候
て
相
成
不
申
、
少
ニ々
而
は
足
り
不
申
　
等
申
候
、
風
聞
得
と
承
り
候
、
右
之
者
共
申
合
、
榕
庵
ハ
　
養
子
相
続
、
殊
ニ
屋
敷
住
居
ニ
而
公
訴
ヲ
恐
候
　
義
と
見
侮
り
、
右
体
取
計
候
段
、
誠
ニ
心
外
至
極
ニ
　
付
、
此
段
は
仰
含
御
吟
味
可
被
下
候
、
以
上
─　　─26
　
　
　
　
上
二
│
三 
〔
二
七
・
五
×
二
五
・
五
セ
ン
チ
〕
　
　
一
札
之
事
私
儀
安
岡
家
相
続
之
儀
ニ
付
、
宇
田
川
氏
相
手
取
り
出
訴
致
し
候
所
、
今
般
内
済
願
下
ケ
、
御
両
人
様
江
御
任
セ
可
申
上
候
間
、
如
何
様
共
御
扱
ひ
可
被
下
候
、
毛
頭
存
寄
無
御
座
候
、
為
念
一
札
如
件
　
天
保
十
一
子
ノ
年
七
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
松
庵
（
瓜
印
）
（
　
　
箕
作
阮
甫
様
　
　
戸
塚
静
海
様
箕
作
阮
甫　
  
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
│
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）。
美
作
国
津
山
出
身
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
藩
医
と
し
て
江
戸
に
出
て
、
宇
田
川
玄
真
に
蘭
学
を
学
ん
だ
。
こ
の
訴
訟
事
件
の
世
話
人
。
戸
塚
静
海　
  
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
│
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）。
巻２－３　一札之事（大沢松庵）
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─27
遠
江
国
掛
川
出
身
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
江
戸
で
宇
田
川
玄
真
に
入
門
。
箕
作
阮
甫
と
同
じ
く
訴
訟
事
件
の
世
話
人
。
二
│
四 
〔
三
一
・
〇
×
一
九
三
・
八
セ
ン
チ
〕
　
　
　
　
　
「
前（
貼
紙
）
文
と
申
候
は
訴
訟
人
願
書
之
文
面
ニ
御
座
候
」
　
　
規
定
趣
意
書
　
　
　
前
文
略
一
松
庵
儀
安
岡
相
続
難
致
段
、
今
般
相
弁
　
信
道
仲
庵
両
人
方
江
身
分
引
取
候
筈
、
　
依
而
は
永
堀
町
居
宅
之
儀
は
榕
庵
養
母
　
隠
宅
之
事
故
、
建
家
土
蔵
共
榕
庵
江
引
渡
、
　
其
外
家
財
不
残
養
母
所
持
之
衣
類
　
不
残
、
板
木
五
通
譲
状
共
相
添
、
夫
々
　
榕
庵
方
江
引
渡
、
同
人
受
取
之
候
上
は
　
榕
庵
方
ニ
而
も
申
分
無
之
、
依
而
は
有
金
　
之
分
不
残
松
庵
江
差
遣
し
、
猶
其
上
身
元
　
行
立
金
も
与
遣
し
、
松
庵
受
取
之
、
且
同
人
　
儀
榕
庵
を
相
手
取
奉
出
訴
候
次
第
、
尚
　
師
匠
信
道
申
付
を
難
渋
い
た
し
、
又
は
　
仲
庵
存
意
ニ
も
不
任
次
第
は
心
得
違
　
相
弁
、
取
扱
人
ヲ
以
銘
江々
相
詫
、
且
家
主
　
弥
兵
衛
儀
は
松
庵
身
分
預
り
書
差
出
　
差
置
、
榕
庵
屋
敷
留
守
居
方
榕
庵
江
　
沙
汰
も
不
致
、
出
訴
為
致
候
段
は
、
不
念
　
之
至
相
弁
、
榕
庵
江
及
挨
拶
候
上
は
、
　
以
来
双
方
無
申
分
、
熟
談
内
済
仕
度
　
奉
存
候
間
、
何
卒
以　
御
慈
悲
御
吟
味
　
御
下
ケ
被
成
下
置
候
様
偏
奉
願
上
候
、
以
上
　
天
保
十
一
子
年
八
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
北
新
堀
大
川
端
町
─　　─28
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
主
新
吉
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
医
師
　
　
　
　
　
　
　
訴
訟
人　
　
仲
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
深
川
永
堀
町
　
　
　
　
　
　
　
　
家
主
弥
兵
衛
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
医
師
　
　
　
　
　
　
　
相
手　
　
　
松
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
弥
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
訴
訟
人　
　
松
庵
　
　
　
　
　
松
平
三
河
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
川
榕
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煩
ニ
付
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
弟
子
　
　
　
　
　
　
相
手　
　
福
田
良
叔
　
　
　
　
小
笠
原
弾
正
少
弼
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
師
　
　
　
　
　
引
合
人　
　
坪
井
信
道
　
　
　
　
　
　
　
稲
葉
丹
後
守
家
来
　
　
　
　
　
同　
　
　
　
大
橋
八
郎
　
　
御
奉
行
所
様
前
書
之
通
り
御
両
所
御
立
合
被
下
、
仮
規
定
取
究
、
前
文
之
趣
意
通
り
相
認
、
御
吟
味
御
下
ケ
願
書
差
上
候
筈
ニ
取
究
候
ニ
付
、
双
方
違
変
無
之
た
め
調
印
仕
置
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─29
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
庵
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
庵
㊞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛
㊞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
良
叔
㊞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
信
道
㊞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
八
郎
㊞
　
　
　
　
箕
作
阮
甫
殿
　
　
　
　
戸
塚
静
海
殿
仲
庵　
　
　
前
記
阿
部
仲
庵
の
こ
と
。
松
庵　
　
　
前
記
大
沢
松
庵
の
こ
と
。
大
橋
八
郎　
  
宇
田
川
玄
真
の
妻
ゑ
い
（
栄
勝
院
）
の
実
弟
。
寺
社
奉
行
稲
葉
丹
後
守
正
守
家
来
。
坪
井
信
道
と
と
も
に
訴
訟
の
引
合
人
。
二
│
五 
〔
三
〇
・
九
×
四
二
・
九
セ
ン
チ
〕
　
　
仮
一
札
之
事
一
金
弐
拾
両
也
　
右
は
貴
殿
俄
安
岡
家
相
続
難
被
致
、
　
此
度
身
分
被
引
取
候
上
は
、
拙
者
共
取
扱
　
ヲ
以
宇
田
川
家
ゟ
書
面
之
金
子
貰
受
、
　
貴
殿
身
元
行
立
金
と
し
て
相
渡
候
処
、
　
相
違
無
之
候
、
貴
殿
方
ゟ
宇
田
川
家
迄
　
引
渡
も
の
相
済
候
節
、
右
金
相
渡
可
申
候
、
　
夫
迄
仮
一
札
仍
如
件
　
　
天
保
十
一
子
年
八
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箕
作
阮
甫
㊞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
塚
静
海
㊞
─　　─30
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
松
庵
殿
二
│
六 
〔
一
八
・
〇
×
二
一
・
三
セ
ン
チ
〕
　
　
一
札
之
事
一
金
子
弐
拾
両
也
右
私
江
之
御
手
当
金
仮
一
札
慥
ニ
受
取
、
金
子
御
渡
被
下
候
節
、
此
書
付
と
御
引
替
可
被
下
候
、
以
上
　
天
保
十
一
子
八
月
朔
日　
大
沢
松
庵　
印
　
　
箕
作
阮
甫
様
　
　
戸
塚
静
海
様
巻２－７　一札之事（大沢松庵、戸塚静海、箕作阮甫）
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─31
二
│
七 
〔
二
七
・
六
×
四
〇
・
〇
セ
ン
チ
〕
　
　
一
札
之
事
一
金
弐㊞拾
両
也
右
は
今
般
身
分
為
行
立
金
御
渡
被
成
下
難
有
、
慥
ニ
奉
請㊞取
候
所
相
違
無
御
座
候
、
然
ル
上
は
、
向
後
聊
以
無
心
ケ
間
敷
義
申
上
間
敷
候
、
為
後
日
仍
如
件
　
天
保
十
一
庚
子
ノ
八
月
二
日
㊞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貰
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
松
庵
㊞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
塚
静
海
㊞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箕
作
阮
甫
㊞
　
　
宇
田
川
榕
庵
様
　
三
巻 
〔
外
寸
：
三
二
・
五
×
四
六
七
・
一
セ
ン
チ
〕
三
│
一 
〔
二
九
・
二
×
二
六
四
・
三
セ
ン
チ
〕
　
乍
恐
以
始
末
書
申
上
候
一
松
平
三
河
守
家
来
、
医
師
宇
田
川
榕
庵
申
上
候
、
　
此
度
、
北
新
堀
大
川
端
町
新
吉
店
町
医
仲
庵
　
よ
り
、
深
川
永
堀
町
弥
兵
衛
店
松
庵
右
弥
兵
衛
　
両
人
江
相
掛
候
不
法
出
入
右
松
庵
ゟ
私
を
相
手
取
　
奉
逆
訴
候
同
様
之
出
入
一
同
、
当
時
当
　
御
奉
行
所
御
吟
味
中
ニ
御
座
候
処
、
去
ル
廿
七
日
　
御
呼
出
有
之
、
為
引
合
大
橋
八
郎
、
坪
井
信
道
　
を
も
被
召
出
、
一
同
御
吟
味
之
上
、
松
庵
ゟ
─　　─32
　
板
木
不
残
相
返
候
而
も
、
安
岡
相
続
は
難
為
　
致
候
は
ゝ
、
右
始
末
書
面
ニ
認
可
差
上
旨
被
　
仰
聞
之
趣
奉
畏
左
ニ
申
上
候
、
　
　
此
儀
、
松
庵
身
元
不
宣
、
相
続
難
為
致
趣
意
は
、
　
　
仲
庵
ゟ
差
上
候
訴
状
私
ゟ
差
上
候
返
答
　
　
書
之
内
ニ
、
一
通
り
訳
柄
認
上
置
候
通
之
　
　
次
第
ニ
有
之
、
其
上
、
安
岡
相
続
取
究
候
ニ
　
　
お
ゐ
て
は
、
養
母
一
己
之
存
意
ニ
而
、
相
続
　
　
可
相
成
筋
ニ
無
之
、「（
貼
紙
）
主
家
江
も
私
役願済
之
上
○
介
仕
度
」
　
　
「（
貼
紙
）
□
□
願
済
之
上
│
│
│
│
│
│
│
│
安
」
　
　
「（
貼
紙
）
岡
家
」
○
相
続
取
究
不
申
候
而
は
難
成
儀
、
　
　
歴
然
相
分
り
候
儀
を
、
惣
而
私
江
内
証
ニ
而
　
　
養
母
申
付
等
申
之
存
寄
之
趣
を
以
遺
言
状
等
取
扱
　
　
候
始
末
、
全
私
ヲ
横
除
ケ
ニ
致
候
取
計
、
　
　
今
般
之
松
庵
訴
状
、
尚
同
人
申
立
ニ
而
、
　
　
不
正
之
遺
言
状
有
之
訳
、
初
而
発
明
、
何
共
　
　
難
心
得
、
右
様
成
心
底
之
も
の
は
、
安
岡
　
　
相
続
決
而
難
為
致
、
且
は
第
一
、
当
春
、
　
　
松
庵
身
元
相
応
ニ
候
ハ
ゝ
、
相
続
願
可
　
　
致
遣
心
得
ニ
而
、
松
庵
身
元
遠
国
之
　
　
儀
ニ
付
、
聢
と
之
糺
難
行
届
、
私
屋
敷
　
　
留
守
居
所方
江
「
相（
貼
紙
）
頼
ミ
」、
松
庵
生
国
之
御
　
　
領
主
御
留
守
居
方
江
問
合
相
願
、
　
　
御
先
柄
ゟ
御
返
答
之
趣
ニ
而
は
、
甚
　
　
身
元
不
宣
趣
ニ
御
内
糺
済
之
趣
、
右
ニ
　
　
付
而
は
、
松
庵
儀
「
安（
貼
紙
）
岡
相
続
人
ニ
は
」
　
　
難
相
成
旨
、
私
屋
敷
「
支（貼
紙
）配頭
」
ゟ
　
　
急
度
申
「
聞
（
貼
紙
）」
有
之
候
分
之
儀
、
尤
右
　
　
始
末
は
諸
親
類
相
談
之
上
、
八
郎
江
も
　
　
申
聞
、
松
庵
呼
寄
、
立
去
之
儀
申
渡
、
　
　
仲
庵
信
道
江
引
渡
遣
候
次
第
ニ
有
之
、
　
「
殊（貼
紙
）
ニ
、
此
節
得
と
様
子
承
届
候
処
、
　
　
出
生
実
ニ
不
定
者
ニ
而
賎
生
□
□
□
其
上
周
防
　
　
国
小
郡
平
田
道
伯
方
江
養
子
相
続
　
　
致
し
、
多
分
金
子
所
持
、
其
外
不
宣
風
聞
　
　
ニ
而
、
養
家
出
奔
仕
、
身
元
不
宣
義
は
、
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─33
　
　
明
白
ニ
相
分
り
候
上
は
、
後
難
之
義
も
難
計
」
　
　
且
又
「
作
（
貼
紙
）州
」
ニ
罷
在
候
、
宇
田
川
家
血
脈
之
　
「（
貼
紙
）
伯
母
ゟ
も
不
同
意
之
旨
書
通
ヲ
以
申
越
　
　
有
之
、
尚
又
玄
真
門
人
中
も
、
右
体
不
学
　
　
不
所
存
之
、
松
庵
義
、
師
家
実
家
安
岡
　
　
相
続
人
と
仰
候
も
、
実
に
外
聞
も
　
　
不
宣
趣
ニ
而
、
一
同
不
承
知
　
　
申
之
、
第
一
」
　
　
（
貼
紙
の
下
）
　
　
「　
　
　
不
承
知
之
△
　
　
伯
母
ゟ
も
安
岡
相
続
は
難
為
致
　
　
　
△
旨
書
通
を
以
申
越
有
之
、
猶
又
　
　
　
玄
真
門
人
中右
体
不
学
不
所
存
之
○
も
○
松
庵
儀
安
岡
相
続
　
　
　
　
師
家
実
家
之
相
続
人
と
仰
ニ
て
も
外
聞
も
不
宣
趣
ニ
而
△
　
　
　
為
致
候
而
は
△
一
同
不
承
知
申
之
、
第
一
」
　
　
松
庵
俄
師
匠
信
道
申
付
を
背
、
又
は
　
　
私
を
相
手
取
及
出
訴
候
心
底
、
甚
不
敵
　
　
之
至
ニ
而
、
相
続
致
度
候
ハ
ゝ
、
折
合
穏
ニ
　
　
申
入
方
も
可
有
之
処
、「
人（貼
紙
）倫」
之
道
も
　
　
忘
却
い
た
し
、
右
様
の
始
末
申
立
　
　
旁
以
、
今
更
私
方
ニ
お
ゐ
て
、
勘
弁
之
　
　
次
第
は
無
之
儀
ニ
乍
恐
奉
存
候
。
前
件
之
始
終
、
私
罷
出
可
奉
申
上
処
、
先
達
而
中
ゟ
頭
瘟
疫
□
時
疫
之
症
ニ
而
引
続
打
臥
罷
在
候
此
節
は
少
々
快
方
ニ
趣
候
得
共
起
居
も
難
成
次
第
ニ
而
、
無
余
儀
不
顧
恐
も
、
弟
子
ヲ
以
御
請
答
奉
申
上
候
、
何
卒
出
格
之
以　
御
慈
悲
諸
色
引
渡
、
身
分
早
々
引
取
候
様
、
被
仰
付
被
下
置
度
、
偏
御
仁
慈
奉
願
上
候
、
以
上
　
　
天
保
十
一
子
年
八
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
三
河
守
家
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
川
榕
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煩
ニ
付
代
弟
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
良
叔
印
─　　─34
　
御
奉
行
所
御
奉
行
所　
前
記
北
町
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
景
元
役
所
。
三
│
二 
〔
二
四
・
五
×
三
一
・
二
セ
ン
チ
〕
　
　
　
差
上
置
一
札
之
事
一
私
儀
、
宇
田
川
隠
宅
ニ
罷
在
候
内
、
普
請
諸
入
用
、
　
其
外
諸
雑
費
払
方
取
扱
、
且
又
地
代
町
入
用
等
　
未
進
払
残
等
、
一
切
無
御
座
候
処
、
実
正㊞ニ
御
座
候
、
　
万
一
買
掛
り
払
残
借
財
等
、
有
之
候
旨
、
申
出
候
者
　
御
座
候
ハ
ゝ
、
私
何
処
迄
も
罷
出
、
急
度
申㊞開
、
貴
殿
方
江
　
毛
頭
、
御
世
話
相
掛
ケ
申
間
敷
候
、
為
後
日
、
仍
而
証
文
　
如
件
　
　
天
保
十
一
子
年
八
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
松
庵
㊞
　
　
㊞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊞
　
　
　
箕
作
阮
甫
殿
　
　
　
戸
塚
静
海
殿
三
│
三 
〔
一
二
・
一
×
一
四
・
〇
セ
ン
チ
〕
箕
作
阮
甫
殿　
栗
原
玉
城
　
（
封
）
宇
田
川
榕
庵
義
、
差
扣
不
及
其
儀
旨
仰
出
候
、
此
段
御
達
可
有
之
候
、
以
上
（
天
保
十
一
年
）
　
　
八
月
八
日
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─35
栗
原
玉
城　
津
山
藩
大
目
付
役
。
三
│
四 
〔
三
一
・
七
×
三
四
・
五
セ
ン
チ
〕
　
　
入
置
申
一
札
之
事
一
先
達
中
、
私
店
地
面
江
家
作
被
成
候
建
家
書
蔵
共
、
　
今
般
、
私
方
へ
御
譲
被
下
引
取
申
候
、
尤
去
六
月
中
及
　
公
訴
候
松
庵
義
は
、
分
柄
有
之
者
ニ
付
、
名
前
等
書
替
　
候
て
も
、
同
人
差
置
候
義
は
厳
敷
御
断
御
座
候
段
、
委
細
　
承
知
仕
候
、
然
ル
上
は
松
庵
差
置
候
義
は
答
仕
間
鋪
、
万
一
　
右
体
之
取
計
等
仕
候
て
如
何
様
被
申
置
候
共
、
一
言
之
義
　
申
訳
無
是
候
、
為
念
差
上
置
候
一
札
仍
而
如
件
　
　
天
保
十
一
子
年
八
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
川
永
堀
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛
㊞
　
　
　
　
宇
田
川
榕
庵
様
　
　
　
　
福
田
良
叔
様
三
│
五 
〔
一
八
・
〇
×
四
六
・
二
セ
ン
チ
〕
　
　
奉
指
上
一
札
之
事
私
儀
、
安
岡
家
御
相
続
之
義
ニ
付
、
師
命
違
背
仕
り
、
剰
へ
貴
家
様
を
御
相
手
取
及
出
訴
、
心
得
違
之
段
恐
入
候
義
ニ
奉
存
候
、
此
度
御
内
済
、
願
下
ケ
ニ
─　　─36
被
成
下
候
上
は
、
御
破
談
之
義
承
知
仕
、
安
岡
家
へ
御
付
属
之
板
木
一
札
、
其
外
御
家
財
有
金
共
不
残
返
上
仕
、
永
堀
町
御
隠
宅
、
早
々
退
去
可
仕
候
、
然
処
、
格
別
之
御
仁
慮
ヲ
以
て
、
私
向
後
立
行
之
為
メ
金（
マ
マ
）
│
被
下
置
、
冥
加
至
極
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
は
、
已
来
、
安
岡
家
の
相
続
之
義
ニ
付
、
一
言
之
故
障
も
奉
申
上
間
敷
候
、
為
後
日
仍
而
証
文
如
件
　
年
号
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
松
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
│（マ
マ
）│
　
　
　
　
　
　
　
　
│（マ
マ
）│
　
　
宇
田
川
榕
庵
様
（
別
紙
） 
〔
二
一
・
三
×
二
六
・
〇
セ
ン
チ
〕
　
主
家
へ
、
私
役
介
仕
度
段
願
済
之
上
、
安
岡
家
相
続
、
　
松
庵
儀
役
介
ニ
有
之
度
願
出
候
義
は
、
難
相
成
と
而
│
（
マ
マ
）申
聞
有
　
之
　
四
巻 
〔
外
寸
：
一
八
・
四
×
三
七
六
・
八
セ
ン
チ
〕
四
│
一 
〔
一
四
・
五
×
四
二
・
〇
セ
ン
チ
〕
榕
庵
様　
　
　
　
　
　
　
八
郎
拝
見
仕
候
、
如
被
仰
甚
寒
御
座
候
処
、
愈
御
安
泰
被
成
、
御
勤
奉
寿
候
、
然
は
松
庵
事
ニ
付
、
信
道
書
通
為
御
見
一
覧
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─37
仕
候
、
右
様
之
儀
は
、
此
間
同
人
ゟ
も
、
何
カ
に
せ
て
書
立
為
見
候
ら
ん
も
、
小
子
入
用
之
儀
ニ
無
之
故
、
相
応
之
挨
拶
申
遣
候
、
松
庵
事
、
此
後
、
如
何
様
之
悪
事
ニ
而
も
仕
出
し
候
は
ゝ
、
格
別
養
子
ニ
い
た
し
候
ニ
付
而
は
、
栄
松
院
申
置
候
筋
も
有
之
候
、
且
は
病
死
後
、
間
も
無
く
破
縁
な
と
し
申
候
事
、
於
小
子
、
御
挨
拶
難
及
御
座
候
、
右
等
は
拝
見
ニ
而
申
度
候
得
共
、
繁
用
ニ
而
、
其
儀
不
御
仕
候
、
右
貴
酬
、
早
々
以
上
　
（
天
保
十
一
年
）
　
　
十
二
月
廿
二
日
尚
々
坪
井
様
向
返
進
仕
候
八
郎　
  
前
記
大
橋
八
郎
の
事
。
四
巻
は
五
通
と
も
宇
田
川
榕
庵
の
養
母
ゑ
い
の
実
弟
大
橋
八
郎
の
書
簡
で
あ
る
。
四
│
二 
〔
一
五
・
七
×
七
九
・
七
セ
ン
チ
〕
榕
庵
様　
　
　
　
　
八
郎
拝
見
仕
候
、
如
被
仰
暑
甚
御
座
候
処
、
愈
御
安
泰
被
成
候
様
奉
寿
候
、
然
は
松
庵
儀
ニ
付
、
仲
庵
ゟ
公
訴
ニ
及
ひ
可
申
所
存
之
由
之
処
、
松
庵
ゟ
公
訴
い
た
し
候
ニ
付
、
北
御
奉
行
所
へ
─　　─38
御
呼
出
候
ニ
而
、
右
返
答
書
御
出
候
之
由
、
承
知
仕
候
、
扨
々
恐
入
候
次
第
ニ
御
座
候
、
左
候
得
は
、
小
子
儀
は
、
主
人
方
へ
、
右
之
趣
相
届
置
申
度
御
座
候
間
、
今
日
被
差
出
候
返
答
書
之
御
扣
被
遣
可
被
下
候
、
当
時
、
主
人
寺
社
奉
行
相
勤
候
ニ
付
、
右
様
之
儀
甚
以
難
儀
ニ
御
座
候
、
如
何
様
之
次
第
ニ
相
成
、
小
子
名
前
、
万
一
奉
行
所
へ
出
申
間
敷
儀
も
難
計
御
座
候
間
、
前
文
之
通
御
返
答
書
之
扣
、
早
々
被
遣
可
下
御
座
候
、
御
心
配
之
御
事
と
さ
つ
し
入
候
、
先
は
此
段
御
報
、
早
々
已
上
（
天
保
十
一
年
）
　
七
月
八
日
四
│
三 
〔
一
五
・
八
×
七
九
・
一
セ
ン
チ
〕
　
榕
庵
様　
　
八
郎
残
暑
之
節
、
愈
御
平
安
珍
重
奉
存
候
、
然
は
明
廿
七
日
貴
様
一
儀
ニ
付
、
遠
山
左
衛
門
尉
殿
役
宅
江
、
御
呼
出
、
此
度
公
訴
江
相
及
一
件
、
拙
者
江
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─39
万
端
取
扱
候
様
、
同
所
与
力
高
橋
雄
次
郎
を
以
被
仰
出
候
、
依
之
明
廿
九
日
、
其
御
宅
江
拙
者
罷
越
候
間
、
左
之
者
共
、
呼
寄
置
候
様
致
度
、
尤
昼
頃
罷
越
候
間
、
夫
迄
ニ
一
同
罷
出
居
候
之
処
、
被
仰
遣
候
様
致
度
、
此
段
申
入
度
如
是
候
、　
早
々
以
上
　
　
　
　
坪
井
信
道
　
　
　
　
阿
辺
忠
庵
　
　
　
　
福
田
良
叔
　
　
（
封
）
（
天
保
十
一
年
）
　
七
月
廿
八
日
阿
辺
忠
庵　
前
記
阿
部
仲
庵
の
こ
と
。
四
│
四 
〔
一
六
・
〇
×
五
五
・
七
セ
ン
チ
〕
箕
作
阮
甫
様
戸
塚
静
海
様　
　
　
大
橋
八
郎
　
　
　
　
　
貴
酬
昨
日
は
久
ニ々
而
拝
眉
喜
申
上
候
、
其
後
愈
多
繁
之
御
事
奉
寿
候
、
扨
、
今
日
一
件
内
済
御
対
談
ニ
付
、
─　　─40
罷
越
候
様
、
承
知
仕
候
、
然
処
、
当
番
ニ
付
、
終
日
他
行
、
難
相
成
候
、
尤
代
之
者
に
て
出
可
申
候
へ
共
、
夫
ニ
而
は
、
印
形
等
渡
候
儀
難
相
成
、
依
之
何
卒
、
今
晩
歟
明
朝
、
右
御
内
談
済
之
書
面
、
宅
迄
被
遣
被
下
候
様
致
度
、
其
節
、
一
覧
之
上
、
印
形
い
た
し
可
申
候
、
此
段
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
答
早
々
以
上
　
（
天
保
十
一
年
）
　
　
七八
月
朔
日
四
│
五 
〔
一
五
・
九
×
六
九
・
八
セ
ン
チ
〕
箕
作
様　
　
　
　
大
橋
　
　
　
　
貴
酬
奉
拝
見
候
、
猶
暑
御
座
候
処
、
愈
御
安
健
被
成
、
御
勤
奉
寿
上
候
、
扨
先
日
中
は
、
一
件
に
付
、
彼
是
御
心
配
之
事
共
、
相
願
候
之
処
、
安
々
御
厚
意
之
御
取
計
を
以
、
早
速
和
談
相
済
、
不
浅
仕
合
、
奉
謝
候
、
是
ゟ
は
、
い
ま
た
取
紛
、
御
挨
拶
ニ
も
罷
出
不
申
候
段
、
御
仁
恕
可
被
下
候
、
扨
亦
、
先
日
御
光
駕
之
節
、
御
物
語
御
座
候
永
堀
丁
隠
宅
之
儀
小
子
江
申
受
候
処
、
又
候
貴
家
江
相
願
候
由
ニ
付
、
段
々
被
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─41
仰
下
候
趣
、
毎
々
憚
候
至
極
之
儀
辱
奉
存
候
、
先
達
榕
庵
ゟ
も
紙
面
を
以
申
し
越
候
段
々
之
心
入
浅
か
ら
ず
、
怯
悦
仕
候
、
右
は
先
日
も
申
上
候
通
、
望
無
御
座
候
間
、
不
悪
致
候
様
、
榕
庵
へ
も
仰
合
可
被
下
候
、
且
右
家
払
代
料
ニ
而
御
取
計
可
被
下
候
段
、
彼
是
思
召
之
礼
奉
謝
候
得
共
、
是
又
同
様
之
事
則
申
受
候
も
同
事
、
忝
次
第
ニ
御
座
候
、
右
等
之
趣
有
之
、
其
仰
含
可
被
下
候
様
、
乍
憚
奉
願
候
、
余
は
拝
眉
可
申
述
候
得
共
、
先
ハ
惟
迄
、
早
々
如
右
御
座
候
、
已
上
（
天
保
十
一
年
）
　
八
月
九
日
　
　
尚
以
先
日
は
早
朝
遊
参
、
　
　
御
手
数
之
段
奉
恐
入
候
、
乍
未
　
　
御
家
内
様
へ
も
よ
ろ
し
く
被
仰
洩
　
　
可
被
下
候
、　
早
々
以
上
箕
作　
前
記
箕
作
阮
甫
の
こ
と
。
　
五
巻 
〔
外
寸
：
一
八
・
八
×
三
一
〇
・
六
セ
ン
チ
〕
五
│
一 
〔
一
五
・
九
×
六
五
・
〇
セ
ン
チ
〕
紫
川
君　
　
亮
連
霄
御
同
慶
奉
存
候
、
一
昨
日
、
松
庵
入
来
、
又
六
ケ
敷
─　　─42
事
申
参
候
、
大
意
ハ
、
私
事
安
岡
の
家
ヲ
立
可
く
と
致
候
へ
ハ
師
命
ニ
背
き
、
背
か
さ
ら
ん
と
欲
す
れ
ハ
安
岡
の
家
立
不
申
、
一
身
両
端
致
方
無
之
候
間
、
家
財
、
残
金
と
も
ニ
大
橋
江
附
し
、
一
周
忌
之
間
近
と
而
、
是
非
安
岡
家
相
続
之
人
物
ヲ
以
て
、
大
橋
、
宇
田
川
家
等
に
て
相
続
致
さ
せ
候
を
見
候
ハ
ゝ
、
退
隠
致
心
得
ニ
御
座
候
、
尤
坪
井
家
ゟ
私
如
き
も
の
相
続
致
さ
せ
候
事
相
成
不
申
と
之
事
候
へ
ハ
、
早
速
、
彼
家
を
も
立
去
り
、
私
ハ
何
に
も
構
ひ
不
申
候
、
万
事
大
橋
ニ
ま
か
せ
、
大
橋
ゟ
宇
田
川
家
江
相
談
致
し
候
は
ゝ
、
私
ハ
争
主
ニ
相
成
不
申
候
ニ
而
、
左
様
致
心
得
ニ
て
之
事
ニ
而
候
、
右
之
如
く
ニ
相
成
候
と
、
却
て
六
ケ
敷
懸
合
ニ
相
成
可
申
候
、
扨
々
困
却
之
至
奉
存
候
、
其
上
又
、
松
庵
所
江
、
須
原
屋
か
参
り
、
弐
百
金
と
申
ス
仲
人
に
も
入
候
よ
し
、
私
も
百
金
の
外
、
二
三
十
金
も
と
申
事
、
先
日
申
し
候
、
又
々
須
原
屋
ゟ
弐
百
金
と
申
ス
中
人
入
候
而
は
、
以
上
之
慾
心
増
長
致
し
可
申
候
、
下
拙
は
皆
愚
何
と
も
持
あ
ま
し
申
候
、
彼
等
余
程
術
数
ニ
長
し
候
ニ
而
、
万
事
御
油
断
な
く
、
御
計
策
専
一
と
奉
存
候
、
右
少
々
申
上
候
、
以
上
（
天
保
十
一
年
）
　
正
月
廿
七
日
亮　
　
前
記
戸
塚
静
海
の
こ
と
。
通
称
を
亮
斎
と
い
っ
た
。
紫
川　
前
記
箕
作
阮
甫
の
こ
と
。
紫
川
は
号
。
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─43
五
│
二 
〔
一
四
・
五
×
四
四
・
五
セ
ン
チ
〕
畳
屋　
　
　
　
　
　
　
　
長
堀
町
吉
兵
衛
様　
　
　
　
　
　
　
松
庵
目
通
ニ
相
成
候
処
、
御
家
内
様
益
御
機
嫌
よ
く
被
成
御
座
、
目
出
度
奉
存
候
、
然
は
先
日
は
安
度
罷
出
御
世
話
ニ
相
成
、
重
々
難
有
奉
存
候
、
尚
又
其
せ
つ
被
仰
下
候
事
、
今
日
大
橋
へ
参
り
、
御
話
仕
候
所
、
此
方
へ
今
少
し
存
寄
御
座
候
也
に
て
、
暫
く
御
見
合
被
下
候
様
、
被
仰
候
間
、
左
様
思
召
可
被
下
候
、
且
又
地
受
之
儀
は
、
追
々
御
迷
惑
ニ
相
成
候
而
も
気
の
毒
ニ
奉
存
候
間
、
此
義
も
今
暫
く
御
断
申
上
候
、
是
も
大
橋
ゟ
左
様
被
仰
候
間
、
御
承
知
被
下
候
様
奉
頼
上
候
、
先
ハ
右
之
段
申
上
度
、
如
此
ニ
御
座
候
（
天
保
十
年
）
　
十
二
月
二
十
九
日
尚
々
此
品
は
、
甚
軽
少
ニ
候
へ
と
も
、
歳
暮
之
印
迄
ニ
進
上
致
候
間
、
御
受
納
被
下
候
様
奉
頼
上
候
、
已
上
吉
兵
衛　
  
宇
田
川
玄
真
が
隠
居
し
た
深
川
東
仲
町
の
隠
居
所
の
店
主
で
大
沢
松
庵
の
店
受
人
。
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五
│
三　
　
　
　
　
〔
一
五
・
八
×
七
七
・
〇
セ
ン
チ
〕
　
木
場
様　
　
　
　
　
桜
田
弥
御
安
康
可
成
御
座
奉
賀
上
候
、
然
は
此
間
松
生
入
来
、
扨
六
ケ
敷
事
を
申
候
、
大
意
ハ
、
安
岡
の
家
を
立
さ
れ
は
栄
松
院
と
申
ス
養
母
ニ
背
き
、
立
れ
は
師
命
ニ
背
く
、
と
か
く
私
か
身
の
安
し
ん
所
無
之
候
故
、
留
板
は
し
め
家
財
尽
く
大
橋
ニ
附
シ
、
大
橋
と
宇
田
川
の
掛
合
ニ
ま
か
せ
、
私
に
て
相
続
よ
ろ
し
か
ら
す
と
て
、
さ
る
誰
成
と
も
相
続
さ
せ
可
然
、
私
は
安
岡
の
家
百
年
の
基
の
出
来
候
而
、
相
続
人
相
立
候
ハ
ゝ
隠
居
に
て
も
致
し
可
申
と
之
事
、
さ
す
れ
ハ
師
命
ニ
も
背
か
す
、
養
母
の
遺
命
ニ
も
背
か
す
と
申
も
の
、
若
又
安
岡
家
督
人
無
之
と
申
ス
時
ハ
、
其
時
ハ
、
私
罷
出
、
大
橋
ニ
屹
度
掛
合
而
、
是
非
ニ
取
立
申
ス
と
の
事
、
今
度
ハ
慾
ヲ
離
れ
た
る
口
上
、
是
に
ハ
責
む
へ
き
の
口
な
く
、
私
も
困
却
仕
候
、
本
主
松
庵
か
争
主
を
離
れ
、
大
橋
か
主
ニ
相
成
候
ハ
ゝ
、
猶
六
ケ
敷
相
成
可
申
候
、
松
庵
か
主
意
ハ
、
私
か
争
主
ニ
な
れ
ハ
こ
そ
、
坪
井
に
て
御
門
人
争
そ
わ
せ
て
ハ
不
相
済
と
申
せ
と
も
、
私
さ
へ
引
て
仕
舞
ハ
、
坪
井
ハ
自
も
指
ス
事
ハ
出
来
ぬ
、
と
申
さ
ぬ
計
り
の
口
気
ニ
聞
え
申
候
、
私
ハ
何
と
も
決
着
の
了
簡
附
き
不
申
と
申
て
帰
申
候
、
定
し
参
上
致
し
右
之
段
可
申
上
候
、
能
々
御
熟
思
、
御
返
答
被
成
可
然
候
、
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─45
余
程
今
度
ハ
六
ケ
敷
出
様
と
奉
存
候
、
其
上
又
、
不
思
議
の
事
ニ
は
、
須
原
や
ハ
、
弐
百
両
に
て
仲
人
ニ
立
候
由
、
尤
当
金
百
両
あ
と
百
両
ハ
五
年
賦
の
由
、
私
が
百
両
と
弐
十
両
つ
ゝ
二
三
年
と
申
た
口
の
跡
ゟ
、
直
ニ
二
百
両
と
継
キ
候
故
、
是
ハ
三
百
両
に
も
相
成
候
歟
と
、
又
六
ケ
敷
事
を
巧
ニ
申
ス
か
も
し
れ
す
、
何
と
そ
計
策
の
元
か
固
ま
り
不
申
は
、
出
来
候
間
敷
候
、
能
々
御
熟
考
も
の
と
奉
存
候
、
右
艸
々
申
上
候
、
已
上
（
天
保
十
一
年
）
　
正
月
廿
八
日
桜
田　
  
前
記
戸
塚
静
海
の
こ
と
。天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
桜
田
に
あ
っ
た
薩
摩
藩
の
江
戸
詰
藩
医
に
な
っ
た
。
木
場　
  
前
記
坪
井
信
道
の
こ
と
。
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
深
川
上
木
場
に
開
業
。
五
│
四 
〔
一
五
・
九
×
三
〇
・
一
セ
ン
チ
〕
箕
作
先
生　
　
　
　
　
　
大
沢
松
庵
　
　
　
御
報　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
　
（
封
）
御
翰
算
被
下
難
有
拝
見
仕
候
、
然
ハ
被
仰
下
候
通
り
、
明
朝
早
速
罷
出
可
申
上
候
、
先
ハ
御
報
旁
々
申
上
度
、
如
斯
御
座
候
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
首
（
天
保
十
一
年
）
　
正
月
十
九
日
尚
々
、
毎
度
御
人
被
下
千
万
─　　─46
難
有
御
座
候
五
│
五 
〔
一
五
・
九
×
四
九
・
七
セ
ン
チ
〕
安
岡
松
庵
様　
　
　
　
　
　
　
須
原
屋
　
　
　
　
　
尊
下　
　
　
　
　
　
　
伊
八
　
（
封
）
益
御
安
康
可
被
成
御
由
奉
賀
上
候
、
然
は
御
翻
訳
書
御
板
行
相
渡
仕
呉
候
様
、
被
仰
聞
候
得
共
、
右
御
品
は
宇
田
川
榕
庵
様
ゟ
御
渡
申
上
候
義
、
御
差
留
御
座
候
ニ
付
、
無
輟
此
段
御
断
申
上
候
、
先
ハ
右
之
段
申
上
度
如
斯
御
座
候
、
以
上
　
（
天
保
十
一
年
）
　
　
五
月
十
四
日
二
啓
申
上
候
、
製
本
之
義
相
願
候
所
、
御
承
引
被
下
候
得
共
、
為
急
段
、
治
衛
様
御
達
申
上
候
後
ハ
、
摺
定
之
義
、
御
沙
汰
有
之
候
迄
、
暫
見
合
可
申
候
様
被
仰
聞
候
、
此
義
如
何
仕
候
哉
、
御
伺
申
上
候
、
何
分
宜
敷
奉
願
上
申
候
安
岡
松
庵　
　
前
記
大
沢
松
庵
の
こ
と
。
須
原
屋
伊
八　
  
浅
草
茅
町
二
丁
目
儀
八
店
の
書
肆
。『
医
範
提
綱
』『
和
蘭
薬
鏡
』『
遠
西
医
方
名
物
考
』『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
な
ど
の
宇
田
川
家
の
出
版
物
の
板
木
を
預
か
っ
た
。
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─47
　
六
巻 
〔
外
寸
：
一
七
・
四
×
五
二
六
・
五
セ
ン
チ
〕
六
│
一 
〔
一
四
・
六
×
一
五
六
・
六
セ
ン
チ
〕
返
し
、
と
か
く
い
ま
た
　
こ
と
の
外
か
ん
し
は
け
し
く
　
お
は
し
ま
し
候
間
、
折
角
　
御
大
事
ニ
御
つ
と
め
被
成
候
や
う
ニ
十
二
月
廿
四
日
出
之
御
手
紙
　
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
く
れ
〳
〵
も
拝
見
致
申
候
、
い
ま
た
　
安
岡
家
之
あ
と
た
て
朝
寒
さ
り
や
ら
す
候
へ
と
も
、
　
さ
せ
候
義
は
、
い
ら
さ
る
事
ニ
益
々
御
揃
被
成
御
さ
ま
〳
〵
に
し
て
、
　
御
さ
候
、
左
様
ニ
お
ほ
し
め
し
御
勉
被
成
候
御
事
、
数
々
　
被
成
可
候
、
以
上
御
め
て
度
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
扨
は
ひ
と
い
は
、
お
そ
そ
つ
ニ
か
う
て
ん
相
そ
な
い
候
所
、
御
ね
ん
入
、
又
々
御
あ
い
さ
つ
、
い
た
み
入
申
候
、
さ
て
は
深
川
之
義
、
い
さ
ゐ
に
く
わ
し
く
仰
被
下
、
つ
ふ
さ
ニ
し
よ
う
ち
致
申
候
、
こ
う
道
院
門
人
つ
ほ
ゐ
、
こ
れ
ハ
新
類
同
様
ニ
被
成
候
、
其
人
よ
り
栄
し
よ
う
院
へ
付
置
候
大
沢
松
庵
を
、
こ
う
道
院
し
つ
家
あ
と
安
岡
家
相
立
さ
せ
候
そ
ん
し
よ
り
に
て
、
宇
田
川
家
ニ
付
候
大
切
の
板
木
な
と
、
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皆
松
庵
へ
ゆ
つ
り
わ
た
し
申
へ
し
や
く
そ
く
致
置
候
、
死
去
後
ニ
い
た
り
、
右
松
庵
と
申
も
の
、
と
く
と
身
元
御
た
た
し
被
成
候
処
、
風
来
物
に
て
、
そ
の
う
へ
殊
の
外
悪
人
も
の
ニ
御
座
候
而
、
信
道
氏
其
外
御
門
人
、
は
だ
ん
之
御
相
た
ん
ニ
御
取
か
ゝ
り
被
成
候
処
、
栄
し
よ
う
院
弟
大
橋
八
郎
と
申
物
、
な
に
か
し
よ
く
之
よ
う
す
に
て
、
松
庵
し
り
も
ち
い
た
し
、
こ
と
の
外
御
心
は
い
被
成
候
よ
し
、
御
も
つ
と
も
ニ
存
候
、
栄
し
よ
う
院
そ
ん
め
い
中
ニ
、
そ
の
御
相
た
ん
致
置
候
事
や
、
ま
た
ハ
い
つ
か
ふ
ニ
其
御
そ
う
た
ん
も
な
く
、
ふ
こ
う
後
ニ
い
た
り
、
両
人
申
出
候
事
や
、
い
か
ゝ
や
と
、
ま
つ
た
く
、
栄
し
よ
う
院
心
ゑ
ち
か
ひ
と
そ
ん
し
候
、
ま
つ
た
く
宇
田
川
家
の
新
類
も
御
座
な
く
、
御
そ
れ
殿
ハ
義
り
あ
る
事
、
わ
た
く
し
は
遠
路
の
事
、
ま
事
ニ
〳
〵
申
た
き
事
ば
か
り
も
ふ
し
候
と
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
深
川
御
い
ん
た
く
、
其
外
う
た
川
家
ニ
付
候
大
切
な
る
品
、
け
つ
し
て
ゆ
つ
り
候
事
御
無
用
ニ
御
座
候
、
ま
つ
た
く
、
栄
し
よ
う
院
大
心
得
ち
か
ひ
な
る
事
ニ
候
、
わ
た
く
し
ニ
お
き
て
も
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─49
ふ
し
よ
う
ち
ニ
御
座
候
間
、
此
義
ニ
お
い
て
御
そ
れ
様
ぎ
り
を
御
た
て
被
成
候
ニ
ハ
及
不
申
候
間
、
嘸
し
何
か
〳
〵
御
し
ん
は
ひ
と
御
さ
つ
し
申
ま
い
ら
せ
候
、
ま
つ
と
よ
用
事
の
み
御
返
事
、
ま
は
ら
ぬ
筆
、
其
う
へ
め
あ
し
く
御
よ
め
か
ね
と
、
御
す
い
ら
ん
被
下
可
候
、
　
　
　
　
　
め
て
た
く
　
　
　
　
　
　
か
し
く
（
天
保
十
一
年
）
　
　
正
月
廿
四
日
　
（
封
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
お
は
ゟ
　
宇
田
川
榕
庵
殿
へ　
御
返
事
田
中
お
は　
  
宇
田
川
榕
庵
の
義
理
の
祖
父
、
宇
田
川
玄
随
（
槐
園
）
の
妻
の
妹
、
お
み
す
（
貞
麟
院
）。
六
巻
の
四
通
は
す
べ
て
お
み
す
の
書
簡
。
訴
訟
の
時
、
美
作
国
津
山
在
住
。
六
│
二 
〔
一
四
・
九
×
一
五
四
・
九
セ
ン
チ
〕
　
返
し
、
日
ま
し
に
御
さ
む
さ
ニ
　
相
な
り
ま
い
ら
せ
候
ま
ゝ
、
ま
つ
か
く
〳
〵
　
御
い
と
い
被
成
、
御
大
事
ニ
一
筆
申
あ
け
ま
い
ら
せ
候
、
時
之
柄
　
御
く
ら
し
被
成
候
や
う
ニ
、
い
の
り
上
ま
い
ら
せ
候
、
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朝
夕
は
よ
ほ
ど
暮
よ
く
　
こ
の
か
た
、
の
り
を
は
し
め
、
い
つ
れ
も
相
成
り
申
ま
い
ら
せ
候
、
ま
つ
〳
〵
　
度
々
御
寄
の
御
し
な
〳
〵
之
そ
の
御
ふ
た
り
殿
、
御
揃
　
御
礼
あ
つ
ふ
申
上
度
御
さ
ま
ら
し
く
よ
ひ
御
暮
成
　
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
〳
〵
な
さ
れ
候
御
事
、
か
つ
〳
〵
　
ま
は
ら
ぬ
筆
、
其
う
へ
、
め
あ
し
く
、
御
め
て
度
、
く
わ
し
く
　
嘸
し
御
よ
め
か
ね
か
た
く
候
、
御
様
右
承
り
た
く
　
よ
く
〳
〵
御
よ
み
わ
け
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
此
方
い
つ
れ
も
　
ね
か
ひ
上
申
候
、
無
事
に
く
ら
し
ま
い
ら
せ
候
、
　
何
ふ
ん
〳
〵
後
之
御
た
よ
り
ニ
御
安
事
被
成
ま
し
く
候
、
　
申
あ
け
ま
い
ら
せ
候
、
ま
つ
と
よ
御
礼
申
上
候
、
　
万
々
め
て
度
か
し
く
先
た
つ
て
は
御
め
つ
ら
敷
御
さ
も
し
、
遠
路
之
所
送
り
被
下
、
此
地
に
て
は
御
め
つ
ら
敷
御
符
に
て
皆
々
打
寄
御
し
う
く
わ
ん
い
た
し
ま
い
ら
せ
候
、
さ
つ
そ
く
御
礼
御
文
あ
け
候
は
つ
之
所
、
元
遇
、
其
う
へ
少
々
持
病
ニ
て
、
久
く
す
く
れ
申
さ
つ
、
心
之
外
ニ
し
ん
く
わ
ゐ
御
ふ
さ
た
、
思
召
の
所
、
御
ゆ
る
し
被
下
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
は
み
つ
く
り
氏
御
出
之
せ
つ
、
い
さ
ゐ
く
わ
し
く
承
り
、
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─51
さ
て
〳
〵
御
あ
ん
し
申
ま
い
ら
せ
候
、
其
後
い
つ
か
ふ
御
無
さ
た
致
し
ま
い
ら
せ
候
て
、
御
様
子
相
し
れ
不
申
、
い
か
よ
ふ
ニ
成
り
候
や
、
今
も
つ
て
か
た
つ
き
不
申
候
や
、
い
か
ゝ
や
と
御
あ
ん
し
申
ま
い
ら
せ
候
、
く
わ
し
く
御
様
子
承
り
た
く
、
御
ま
ち
申
上
候
、
嘸
々
御
し
ん
は
い
ニ
思
召
候
御
事
、
御
さ
つ
し
申
あ
け
ま
い
ら
せ
候
、
あ
ら
〳
〵
栄
し
ょ
う
院
、
心
ゑ
ち
か
い
ニ
御
座
候
所
に
て
、
御
し
ん
は
ひ
御
同
前
ニ
し
ん
く
わ
い
ニ
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
栄
し
よ
う
そ
ん
め
い
中
ニ
わ
た
く
し
承
り
候
へ
ば
、
身
ふ
し
う
な
か
ら
も
、
わ
た
く
し
よ
り
申
遣
し
候
方
も
御
座
候
ニ
、
あ
と
ニ
成
り
、
致
か
た
も
な
く
さ
ん
ね
ん
ニ
存
ま
い
ら
せ
候
、
何
ふ
ん
ニ
相
す
み
候
は
ゝ
、
御
し
ら
せ
被
下
候
様
ニ
相
ま
ち
居
申
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
〳
〵
大
御
無
沙
汰
御
ゆ
る
し
被
下
可
候
、
何
も
〳
〵
用
事
の
み
、
　
　
　
万
々
　
　
　
　
め
で
た
く
　
　
　
　
　
　
か
し
く
（
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六
│
三 
〔
一
四
・
六
×
四
五
・
六
セ
ン
チ
〕
一
こ
う
道
院
そ
ん
命
中
、
　
安
岡
家
、
松
庵
江
相
た
て
　
さ
せ
候
や
う
な
る
義
と
も
、
　
御
た
れ
様
へ
相
た
ん
な
と
　
御
さ
候
や
、
こ
う
道
院
、
　
元
来
、
宇
田
川
家
江
　
参
り
、
安
岡
家
を
　
其
ま
ニゝ
致
置
候
間
、
　
門
人
に
て
あ
と
た
て
さ
せ
　
度
ふ
く
み
に
て
、
な
ん
そ
　
こ
う
道
院
よ
り
か
た
き
　
申
つ
た
へ
と
も
ハ
御
座
な
く
や
、
　
わ
た
く
し
な
と
へ
ハ
い
つ
か
ふ
　
其
よ
ふ
な
る
事
は
不
申
候
、
　
何
も
こ
う
道
院
よ
り
　
そ
の
よ
ふ
な
る
事
な
く
、
　
栄
し
よ
う
院
は
か
り
の
　
義
ニ
候
へ
ハ
、
ま
つ
た
く
　
大
心
得
ち
か
ひ
の
　
事
ニ
御
さ
候
、
こ
れ
は
　
内
々
に
て
申
ま
い
ら
せ
候
、
　
ま
こ
と
に
　
ご
し
ん
は
い
の
ほ
と
　
　
　
御
さ
つ
し
申
ま
い
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
六
│
四 
〔
一
四
・
六
×
九
五
・
九
セ
ン
チ
〕
別
書
ま
い
ら
せ
候
、
扨
は
し
ん
道
氏
よ
り
宇
田
川
家
家
蔵
板
木
相
続
を
め
ぐ
っ
て
─　　─53
栄
し
ょ
う
院
江
置
か
れ
候
大
沢
松
庵
と
申
人
、
こ
う
道
院
し
つ
家
安
岡
家
相
た
て
さ
せ
候
よ
し
、
い
さ
ゐ
榕
庵
ゟ
こ
ま
〳
〵
御
申
こ
し
拝
見
い
た
し
候
、
こ
れ
ま
て
ニ
こ
う
道
院
そ
ん
命
中
も
、
い
つ
か
ふ
ニ
左
様
な
る
義
申
こ
し
も
御
座
な
く
、
栄
し
よ
う
院
も
其
よ
ふ
な
る
義
申
こ
し
も
御
座
な
く
、
ま
つ
た
く
よ
う
庵
は
、
義
り
あ
る
ゆ
へ
に
よ
ん
所
な
く
し
よ
う
ち
い
た
し
候
事
と
そ
ん
し
申
候
、
そ
れ
ハ
誠
に
入
ら
さ
る
事
、
ま
つ
た
く
栄
松
院
心
得
ち
か
ひ
之
事
、
此
よ
ふ
な
る
事
ニ
よ
う
庵
き
り
を
立
候
ニ
ハ
及
不
申
、
宇
田
川
家
、
わ
た
く
し
ニ
お
い
て
も
、
は
な
は
た
ふ
し
よ
う
ち
ニ
御
座
候
、
く
れ
〳
〵
も
栄
し
よ
う
院
心
得
ち
か
ひ
之
義
ニ
御
さ
候
間
、
よ
う
庵
ハ
き
り
あ
る
ゆ
へ
に
し
よ
う
ち
い
た
し
候
事
と
存
候
へ
共
、
け
つ
し
て
此
義
ニ
お
い
て
ハ
、
わ
た
く
し
義
ふ
し
よ
う
ち
ニ
御
座
候
、
さ
て
〳
〵
め
あ
し
く
、
嘸
し
御
よ
め
か
ね
候
、
よ
く
〳
〵
御
よ
み
ハ
け
、
御
ら
ん
被
成
可
候
、
わ
た
く
し
に
置
て
も
く
れ
〳
〵
も
ふ
し
よ
う
ち
、
─　　─54
左
様
ニ
御
し
よ
う
ち
被
成
可
候
、
　
　
　
　
用
事
の
み
、
　
　
　
　
　
　
　
以
上
（
封
）
別
書　
　
　
　
　
お
ば
ゟ
　
　
　
　
内
用
事
（
別
紙
） 
〔
一
七
・
五
×
九
・
六
セ
ン
チ
〕
「　
　
　
　
　
　
　
田
中
お
ば
　
宇
田
川
　
　
よ
う
庵
様
　
　
　
　
　
内
用
事　
　
　
　
　
」
（
別
紙
） 
〔
一
五
・
三
×
八
・
四
セ
ン
チ
〕
「　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は
ゟ
　
宇
田
川
　
　
お
せ
よ
殿
へ
　
　
　
　
　
　
御
返
事　
　
　
　
　
」
お
せ
よ　
宇
田
川
榕
庵
の
妻
、
世
璵
。
篠
山
藩
医
足
立
長
雋
の
娘
。
